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特集

平
成
29
年
度
の
予
算
と
主
要
な
施
策

「
未
来
の
笑
顔
に
つ
な
げ
る
環
境
づ
く
り
」

�

の
実
現
に
む
け
て

　

一
般
会
計
は
、
町
が
行
う
仕
事
の
大
部
分
を

賄
う
予
算
で
、
町
税
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金

な
ど
を
財
源
に
し
て
い
る
も
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
最
も
関
わ
り
の
深
い
予
算
と
い
え
ま

す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
財
源
で
特
定
の
事
業

を
行
う
も
の
で
、
土
地
取
得
特
別
会
計
・
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
幸
田
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
税
金
を
使
わ
ず
、
一
つ
の 

会
社
の
よ
う
に
独
立
採
算
制
で
事
業
・
経
理
を

行
う
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
水
道
事
業
会
計

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

（▲減）

会計区分 本年度予算（千円） 前年度予算（千円） 伸び率(％ )
一 般 会 計 15,380,000 14,260,000 7.9

特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計 38,076 22,801 67.0
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,844,720 3,793,688 1.3
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 400,615 363,573 10.2
介 護 保 険 特 別 会 計 1,943,598 1,835,483 5.9
幸田駅前土地区画整理事業特別会計 334,365 507,032 ▲34.1
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 348,557 376,383 ▲7.4
下 水 道 事 業 特 別 会 計 753,581 747,467 0.8

水道事業 
会 計

収 益 的 支 出 732,295 733,992 ▲0.2
資 本 的 支 出 371,637 621,080 ▲40.2
合　　　　　　　計 24,147,444 23,261,499 3.8

平成 29 年度当初予算

一 

般 

会 

計

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計

　

今
月
の
特
集
で
は
、
３
月
町
議
会
で
可
決
さ
れ

た
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、「
未
来
の
笑
顔
に

つ
な
げ
る
環
境
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子

育
て
・
教
育
基
盤
の
整
備
、
障
が
い
の
あ
る
人
・

高
齢
者
の
生
活
支
援
体
制
の
強
化
を
中
心
に
、
町

民
が
と
も
に
育
み
、
多
世
代
が
生
き
生
き
で
き
る

町
を
目
指
し
た
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
行
う
主
な
事
業
は
４
・
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平成29年度の予算と主要な施策

平成29年度幸田町一般会計予算歳入歳出款別構成比（％）

歳 出
　費目別に見ると、民生費が全体の33.9％を
占め、次いで総務費16.6％、教育費14.6％と
なっています。民生費では（仮称）豊坂児童
館建設事業や幸田保育園大規模改修事業等に
より２億円増（ 4.1％増）、総務費では、ふる
さと寄附業務に係る委託料の増加が大きく、
９億８千万円増（ 62.5％増）、教育費につい
ては町民会館さくらホール・つばきホールの
舞台音響・舞台照明改修工事などを行います
が、平成28年度には幸田小学校校舎増築事業
があったため、前年度と比べると１億９千万
円減（ 7.6％減）となりました。歳出全体では
11億２千万円増の予算額となりました。

歳 入
　最も大きな割合を占めている町税は、前年
度比4.8％減の78億７千万円（構成比51.1％）
と減収を見込みました。前年度と比較して
３億９千万円減少しています。そのため、財
源不足を埋めるため財政調整基金から12
億６千万円の取り崩し（繰入金）などを予定
しています。また、借金である町債は建設事
業に係る費用の補てんとして、４億円の借入
を予定しております。平成28年度末現在での
町債現在高は53億円で平成29年度には48億円
へと減少し、財政の健全性を意識した起債に
努めました。

主
な
区
分
の
内
容

歳入歳出予算総額15,380,000千円

歳出
民生費
33.9%

総務費
16.6%

教育費
14.6％

衛生費
9.0％

土木費
8.4％

公債費
5.9％

総務費
16.6%

教育費
14.6％

衛生費
9.0％

土木費
8.4％

公債費
5.9％

消防費
5.3％
消防費
5.3％

農林水産業費
3.8%

議会費 1.0％
商工費 1.0％
労働費 0.2％

諸支出金 0.0％
災害復旧費 0.1％
予備費 0.2％

民生費
33.9%

歳入 町税
51.1％
町税
51.1％

繰入金
10.2％
繰入金
10.2％

寄付金
8.4％
寄付金
8.4％

国庫支出金
7.4％

国庫支出金
7.4％

県支出金
4.9％

地方消費税交付金
4.6％

諸収入 3.3％

繰越金 2.0％
分担金及び負担金 1.5％
使用料及び手数料 1.5％

町債 2.6％

地方譲与税 0.9％
自動車取得税交付金 0.5％
配当割交付金 0.3％
地方特例交付金 0.3％
そのほか 0.5％

広報こうた●2017（H29）4.13

歳
入
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入

【 

町
税
】

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
歳
入
の
貴
重
な
財
源

【 

繰
入
金
】

　

積
立
し
て
あ
る
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩

し
ま
た
は
、
特
別
会
計
か
ら
繰
入
れ
る
お
金

【 

国
庫
（
県
）
支
出
金
】

　

特
定
の
事
業
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国

（
県
）
か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

【 

町
債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や
金
融

機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金

【 

地
方
譲
与
税
】

　

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
地
方
に
譲
与
す
る

地
方
揮
発
油
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税

歳
出
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出

【 

民
生
費
】

　

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
障
が
い
者
な
ど
の

福
祉
や
医
療
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
（
児
童

手
当
等
）

【 

総
務
費
】

　

町
職
員
の
給
与
や
町
の
財
産
の
管
理
な
ど

に
使
わ
れ
る
お
金

【 

教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸

田
の
運
営
や
生
涯
学
習
講
座
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金

【
公
債
費
】

　

町
債
を
返
済
す
る
お
金



・
こ
う
た
産
業
ま
つ
り

●
商
工
・
観
光
・
勤
労
者

・（
新
）
幸
田
駅
西
駐
輪
場
改
修

・
商
工
観
光
業
活
性
化
支
援

・  

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
預
託
・
保
証
料

補
助

・  

幸
田
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
、
幸
田
彦
左
ま
つ

り
等
助
成

●
企
業
立
地

・
企
業
誘
致
（
工
業
団
地
開
発
調
査
）

・
も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営

・  

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
レ
ク
チ
ャ
ー
ズ
（
も
の
づ

く
り
日
本
講
演
会
）

・
も
の
づ
く
り
企
業
人
材
育
成
支
援

・
企
業
立
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進

・
企
業
立
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

・
総
合
戦
略
推
進

　

町
民
一
人
一
人
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

・
健
康
こ
う
た
21
計
画
の
推
進

・
各
種
予
防
接
種

・
乳
幼
児
健
康
相
談
・
各
種
教
室

・
乳
幼
児
健
康
診
査

・
妊
婦
健
康
診
査
（
14
回
公
費
負
担
）

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

・
人
間
ド
ッ
ク
・
住
民
健
診

・
各
種
が
ん
検
診
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
）

・
各
種
健
康
講
座

　

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適
性

の
高
い
都
市
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
・
減
災

・（
新
）
空
家
等
対
策
計
画
策
定

・（
新
）
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ
作
成

・（
新
）
業
務
継
続
計
画
策
定

・（
新
）
消
防
庁
舎
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
張
り

・  （
新
）
避
難
所
備
蓄
食
料
・
簡
易
ト
イ
レ

整
備
（
福
祉
避
難
所
）

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

・  

河
川
・
道
路
状
況
ネ
ッ
ト
お
よ
び
テ
レ
ビ

放
映

●
交
通
・
防
犯

・（
新
）
通
学
路
交
通
安
全
対
策

・（
新
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入

主
な
事
業（

新
）
は
新
規
事
業

・
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

・
防
犯
灯
設
置

・
交
通
安
全
施
設
整
備

●
消
防
・
救
急

・（
新
）
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
整
備

・（
新
）
消
防
操
法
大
会
参
加

・（
新
）
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
整
備

・
消
防
水
利
整
備

・
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
共
同
整
備

・
消
防
団
運
営

●
道
路
・
河
川
・
橋
梁

・（
新
）
調
整
池
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

・
生
活
道
路
整
備
事
業

・
橋
梁
点
検
・
補
修

・
道
路
新
設
改
良
事
業

●
都
市
基
盤

・
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進

・  

土
地
区
画
整
理
事
業
（
岩
堀
・
六
栗
・
里
）

推
進

●
下
水
道
（
公
共
下
水
・
集
落
排
水
）

・（
新
）
企
業
会
計
移
行
事
務

・  （
新
）
集
落
排
水
の
公
共
下
水
道
へ
の
切

替
推
進

・  

北
部
処
理
分
区
、
土
地
区
画
整
理
地
内
の

整
備

・
新
規
接
続
申
請
に
伴
う
整
備

・
矢
作
川
流
域
下
水
道
建
設
負
担
金

・
集
落
排
水
、
公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

●
上
水
道

・  

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化
重
要
給
水
施
設

配
水
管
敷
設
工
事

・
土
地
区
画
整
理
関
連
配
水
管
布
設
工
事

　

自
然
と
の
共
生
を
図
り
、
緑
豊
か
で
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
環
境

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
等
補
助

　
【（
新
）
蓄
電
池
・
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
】

・
次
世
代
自
動
車
購
入
費
補
助

・
墓
地
公
園
等
調
査

・
自
然
観
察
会
・
環
境
学
習
会

・
使
用
済
み
食
用
油
の
回
収

・
生
ご
み
処
理
容
器
等
設
置
費
補
助

・
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
資
源
回
収
支
援
事
業

●
都
市
公
園

・
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

・
公
園
遊
具
・
施
設
整
備
補
修

　

培
わ
れ
た
地
域
産
業
を
生
か
し
、
ま
ち
全

体
の
調
和
の
中
で
創
造
性
の
高
い
産
業
振
興

お
よ
び
新
産
業
の
創
生
に
努
め
ま
す
。

●
農
業
・
林
業

・
産
業
活
性
化
支
援
事
業

・  
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
（
旧
新
規
就

農
総
合
支
援
事
業
）

・
鳥
獣
害
対
策
事
業

・
箕み

の

輪わ

町
農
業
体
験
交
流

・
親
子
農
業
体
験
教
室

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

・
林
道
整
備
事
業

①�

安
全
・
安
心�

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
ま
も
る
ぞ

②�

環
境�

自
然
豊
か
に
美
し
く

④�

健
康
・
福
祉�

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
元
気

③�

産
業
振
興�

幸
田
か
ら
全
国
へ�

世
界
へ

コミュニティバス（えこたんバス）
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平成29年度の予算と主要な施策

問
合
せ　

財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
３
）

・（
新
）
北
部
中
学
校
施
設
整
備
実
施
設
計

・（
新
）
郷
土
読
本
「
こ
う
た
」
改
訂

・
奨
学
金
制
度

・
教
育
相
談
活
動
の
充
実

・
少
人
数
、
通
級
指
導
対
応
教
育
の
推
進

・  

日
本
語
指
導
教
員
、
母
国
語
対
応
支
援
員

配
置

・  

特
別
支
援
介
助
員
・
学
校
図
書
館
指
導
員
・

校
務
員
配
置

・
学
級
補
助
嘱
託
教
員
、
理
科
支
援
員
配
置

・
外
国
人
英
語
講
師
配
置

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
維
持
管
理

　

住
民
が
積
極
的
に
行
政
に
参
加
で
き
る
開

か
れ
た
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
健
全
性
を
重
視

し
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
財
政
運
営
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

●
広
報
・
広
聴

・
広
報
紙
発
行

・
町
政
モ
ニ
タ
ー

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
作
成

●
広
域
行
政

・
島
原
友
好
交
流

●
国
際
化
・
多
文
化
共
生

・（
新
）
高
校
生
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣

・
国
際
交
流
事
業
補
助

・
全
保
育
園
で
英
語
あ
そ
び
事
業

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
配
置

●
指
定
管
理
者
制
度

・  

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

・
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

・
未
熟
児
支
援

・
各
種
健
康
づ
く
り
団
体
育
成
・
活
動
支
援

●
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
・
介
護
保
険

・（
新
）
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

・（
新
）
手
話
通
訳
者
配
置
（
役
場
窓
口
）

・（
新
）
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

・
障
が
い
者
自
立
支
援
の
推
進

・
障
が
い
者
相
談
支
援

・
日
常
生
活
用
具
、
補
装
具
給
付

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

・
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
補
助

・
在
宅
介
護
手
当
支
給

・
介
護
予
防
対
策
の
推
進

●
児
童
福
祉
・
保
育
園

・（
新
）（
仮
称
）
豊
坂
児
童
館
建
設

・（
新
）
幸
田
保
育
園
園
舎
外
部
改
修

・  （
新
）
事
業
所
内
保
育
事
業
へ
の
地
域
型

保
育
給
付
費
の
給
付

・（
新
）
深
溝
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設

・ 

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
（
終
了
時
間
の
30
分
延
長
）

・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
施
設
型
給
付
費
の
給
付

・
土
曜
日
終
日
保
育
・
休
日
保
育

・  

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
・
入
園
料
補
助
、

園
児
健
康
診
断
補
助

・ 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
教
育
・
文
化
・

学
習
活
動
の
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
な
ど

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

の
醸
成
を
図
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
教
育

・  （
新
）
町
民
会
館
さ
く
ら
・
つ
ば
き
ホ
ー

ル
舞
台
音
響
・
舞
台
照
明
改
修

・（
新
）
芦
谷
公
民
館
駐
車
場
整
備

・（
新
）
六
栗
公
民
館
駐
車
場
用
地
購
入

・
こ
う
た
夏
ま
つ
り
、
こ
う
た
凧
揚
げ
ま
つ
り

・
生
涯
学
習
講
座

・
青
少
年
健
全
育
成

・
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓
所
保
存
整
備
事
業

・
歴
史
と
文
化
の
友
好
交
流
推
進
講
演
会

・
成
人
式

・
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
補
助

●
ス
ポ
ー
ツ

・（
新
）
総
合
体
育
館
用
地
不
動
産
鑑
定

・
町
民
大
運
動
会

・
新
春
駅
伝
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
支
援

●
学
校
教
育

・（
新
）
坂
崎
小
学
校
校
舎
増
築

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田

・
道
の
駅
「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」

●
行
財
政
運
営

・（
新
）
庁
舎
受
水
槽
更
新
工
事

・  （
新
）
役
場
本
庁
舎
・
消
防
庁
舎
Ｌ
Ｅ
Ｄ

蛍
光
灯
整
備

・（
新
）
幸
田
交
番
用
地
買
戻
し

・（
新
）
町
長
車
更
新

・
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
推
進

・
借
地
解
消
（
用
地
購
入
）

・
公
債
費
の
抑
制

・
コ
ン
ビ
ニ
納
税
等

・
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

・
新
電
力
か
ら
の
電
力
調
達
（
電
気
料
金
削
減
）

⑤�

教
育
・
文
化�

き
た
え
よ
う
！�

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

⑥�

協
働
・
参
画�

み
ん
な
の
ち
か
ら
で
続
く
ま
ち

  

本
町
の
行
財
政
運
営
は
、
財
源
不
足

か
ら
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
に
頼
る
予
算
編
成
が
継
続
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
の
柱
の
法
人

町
民
税
が
、
企
業
収
益
の
減
少
な
ど
の

影
響
に
よ
り
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
多
世
代
に
わ
た
る
住
民
の
皆
さ
ま

に
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
後
年
度
負
担
を
配
慮
し
選
択
と
集

中
の
視
点
に
立
ち
、
行
政
運
営
を
進
め

ま
す
。
諸
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
町

民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
中
か
ら
い
た

だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

町民会館さくらホール
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　幸田町教育委員会では、「地方教育行政の組織および運営に関する法律」に基づき、平成27年度の活動内容について点
検・評価を行い、報告書を議会へ提出しましたので、その内容についてお知らせします。本年度は以下の８事業について、
名古屋大学教育学部の石井拓児准教授を始め教育に関する学識経験を有する５人の委員で構成された外部評価委員会に諮

はか

り、以下の評価を得ました。

教育委員会の活動について点検・評価を行いました

総括意見　幸田町教育委員会施策外部評価委員会　委員長　石
いし

井
い

  拓
たく

児
じ

　本年度は、8 施策を対象に外部評価を行った。いずれの施策においても、限られた予算のなか、子ども、保護者、
利用者、学校教職員、施設職員らの要望を常に把握し、教育委員会が真摯に取り組みを進めてきていることを高く評
価するものである。「教育施設設備の整備・充実に関する事業」は、概算事業費の負担の大変大きいものであるが、
大規模災害に備え、計画的で着実な整備の実行が求められる。今後も新しい時代の変化を踏まえ、子ども、保護者、
利用者の新しいニーズを把握する努力を続けられることを期待する。
　昨年度の「郷土資料館運営に関する事業」と同様、今年度の「文化財保護に関する事業」においても、郷土資料館
の老朽化と立地条件について、各委員より厳しい意見が出された。幸田町が有する豊かな歴史の財産を、後世に残し
ていくことは、現代を生きる私たちの任務であり、本事業は、教育委員会施策であると同時に町づくり全体の方針
に深く関わる施策である。教育委員会内部評価は B となっているが、教育委員会は民話・伝承の掘り起こしや普及、
文化財ウォーキングマップの作成など、すばらしい取り組みを進めていることを確認し、外部評価委員会は、本評価
を今後の決意の表明と受け止めた。

対象事業名 事 業 の 概 要 総合
評価 外 部 評 価 委 員 会 評 価

教育施設設備の整
備・充実に関する
事業

（地震補強、大規
模改造事業・学校
整備事業・学校管
理一般事業）

　児童・生徒に対し、安全で機能的な
学習環境を提供するため、学校施設や
設備の建築・整備・更新を行う。

Ａ

　学校現場の要望を反映し、実情にあった学校施設の
整備・補修がされている。今後は、保護者の意見など、
幅広い声を整備に生かしてほしい。また、教育施設は
災害発生時、地域住民の避難所としての機能を備えて
おくことが必要であるため、トイレの洋式化、体育館
の吊り天井撤去について早急に整備を進められたい。
ICT（＊）環境の整備については、機器の性能を精査
した上で、計画的に購入し、特別支援教育を始めとす
る各分野での有効活用を心掛けられたい。今後は児童
生徒、教員へのサポート体制を整え、ソフト面を強化
し、ICT教育をより充実させていくことが必要である。
なお、事業評価において、防災機能強化事業の進捗状
況、トイレの洋式化率やICT整備の国基準との比較な
ど、本町の状況を数値的な整理により示すことで、町
民に分かりやすい事業評価となるよう留意されたい。

学校給食の実施に
関する事業

（給食センター運
営事業）

　町内小中学校児童・生徒に対して安
全・安心な給食を提供し、児童生徒の
適切な栄養の摂取による健康の保持増
進を図る。給食の献立から食べ物の栄
養や働きを知り、日常生活における食
事について正しい理解を深め、健全な
食生活を営むことができる判断力を培
い、かつ、望ましい食習慣を養う。
　学校給食センターの管理・運営を実
施し、町内小中学校への学校給食の提
供だけでなく、センター見学ホールに
おいて児童・生徒・保護者などを受け
入れ、施設内見学や食に関する学習を
行う。また、地産地消の推進、献立の
募集、町広報やホームページで給食や
食育に関する活動の紹介などを通じて
地域や家庭との連携を充実させる。

Ａ

　郷土食、行事食、保護者の意見が多く取り入れられ
た「魅力ある献立」が作成されている。残食について
も比較的少なく、エネルギー、栄養素が効率的に子ど
もたちに摂取されている。また地産地消の推進につい
ても積極的に取り組んでいて、安全安心な給食を提供
しているとともに、児童生徒への食育についても、年
間を通じて計画的に授業に取り入れられていることを
評価する。
　賄材料費として徴収している給食費の滞納について
は、引き続き解消に努められたい。また、増加傾向に
あるアレルギー対応の必要な児童・生徒について、誤
飲・誤食などの事故のないよう、配膳時から十分注意
し、事故を未然に防ぐよう努められたい。本件につい
ては、保護者、学校、消防、医療機関が情報を共有し、
適切な対応がとられる体制づくりも重要である。

教育委員会会議運
営に関する事業

（教育委員会運営
事業）

　教育委員会の活性化と活発な事業の
展開のため、開会冒頭に町長の出席を
得て教育に対する情報交換を継続して
実施している。
　定例会などの会議において重要案件
に対し、有益な論議がされるよう、議
事事項区分の見直しなど精選を実施し
ている。

Ａ

　教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、
地方教育行政の責任体制の明確化、迅速な危機管理体
制の構築など、抜本的な改革に努められたい。新たに
始まった総合教育会議では、幸田町の教育行政を推進
するための基本方針である「教育の大綱」の策定に関
して、教育委員と関係部署との間で活発な意見交換が
なされていると評価する。今後は教育委員会の活動内
容について広く町民に理解されるよう、教育委員会会
議の開催日、議事事項、会議録などについて、ホーム
ページや広報紙の活用を検討されたい。

評価基準（３段階）　Ａ：事業成果良好につき、継続が好ましい。　Ｂ：事業成果あり。一部、改善検討の上、継続
　　　　　　　　　 Ｃ：事業成果に課題有り。見直しまたは、廃止が適当

＊ ICT…Information and Communication Technology（情報通信技術）
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学校給食 新春駅伝・ファミリージョギング大会 文化財の展示（おひなさま）

対象事業名 事 業 の 概 要 総合
評価 外 部 評 価 委 員 会 評 価

教職員の研修に関
する事業

（初任者研修、教
科等指導員研修、
小学校外国語活動、
養護教諭研修、教
員研修、教育論文、
現 職 教 育 研 修 事
業、事務職員研修）

　教職員の資質と力量を向上させるた
めに、教育的愛情、教科などに関する
専門的知識、広く豊かな教養、これら
を基盤とした実践的指導力を高める研
修を行う。

Ａ

　教職員の多忙化が懸念される中、研修内容や開催回
数を精査し、学校現場において教職員が子どもたちと
向き合う時間を多く確保できるよう配慮していること
は大変好ましい。外部講師の研修も有意義であるが、
校内の教員同士がお互いの授業を指導・評価するとい
う自校方式の研修も有効であると考える。小学校英語
教科化など、学習指導要領の変更への対応についても、
教育委員会のリードの下、的確かつ迅速に行われるよ
う努められたい。また、地域の有志による学校サポー
トを得、地域と一体となった教育活動を目指す取り組
みを、今後とも、教員に意識づけられたい。

読書推進に関する
事業

（子どもの読書活
動推進事業）

　子ども自ら読書に親しみ、読書習慣
を身に付けていくことを目標とする。
　「家庭、地域、学校を通じた社会全体
における取組」「子どもの読書活動に関
する意義の普及」「子どもの読書環境を
支える環境の整備」を基本方針とする
事業を行う。

Ａ

　アンケートの実施や施策事業の実施率の把握など推
進に向けて具体的な取り組みがされていることが良く
分かる。
　町立図書館と学校が良く連携していることも分かっ
た。子どもの読書活動の推進がメインではあるが、学校・
家庭・地域全体での読書活動推進のため、高齢者など
への取り組みや母国語が異なる子どもたちへの対応に
ついても検討されたい。また、情報発信や多目的活用
という面でもいろいろな手立てを考えていただきたい。

学校体育施設開放
に関する事業

（学校体育施設ス
ポーツ開放事業）

　町内に在住・在勤する2,277名が登録。
123団体に対し社会体育の普及のため、
H23年度から1団体から12,000円/年の
使用料を徴収し、幸田町立学校の体育
施設（運動場、体育館、武道場、卓球
場）を学校教育に支障ない範囲でスポー
ツ活動などの利用に供している。

Ａ

　どの施設においても高い利用率から町民のスポーツ
活動に活発に利用され、健康増進に大いに寄与してい
ることが伺える。事務局・利用団体・学校の３者が連
携を図り、大きなトラブルや事故も無い状態でモラル
を守った利用ができている。今後は、少しでも多くの
団体が利用できるように、事務局が不公平の生じない
よう新規団体登録や団体間の調整に引き続き努められ
たい。

新春駅伝・ファミ
リージョギング大
会開催に関する事
業

（社会体育推進事
業）

　小学生（４年生以上）、中学生、一般（高
校生以上）、町内在住または在勤者に対
してスポーツ愛好の心を養い、心身の
健全な発達を促すとともに、冬の体力
増進とスポーツの日常化を図る。競技
種別は、ジョギングの部、駅伝の部（ 5
部門　小学生男子・女子、中学生男子・
女子、一般）となっている。

Ａ

　町民にとって歴史ある冬の恒例行事として定着して
いて、幅広い年齢層においての参加が可能であること
や年々参加者も増加していることからも評価できる。
また、平成25年度からの新コースは参加選手、応援
をする人、運営スタッフを含め大きな問題もなく開催
できている。今後は大幅なコース変更などによる混乱
を避けるためにも、可能な限り同じコースでの開催を
留意されたい。また、安全面の徹底は勿論の事、一般
的な走り方や体のケアなどを指導する場面を設けるな
ど、参加する者にとって魅力あるイベントとなるよう、
さらなる参加者の増加に向けて工夫されたい。

文化財保護に関す
る事業

（文化財保護事業）

　歴史的文化資料を調査し公開するこ
とにより、地方文化の発展と歴史教育
の充実および郷土に残る文化財の保護・
活用を図る。 Ｂ

　この事業を活かす取り組み自体については積極的に
取り組まれている。「おひなさま」や「端午の節句」、「島
原市の紹介」を中央公民館でも展示し、多くの人に見
ていただくきっかけをつくるなど良い取り組みがなさ
れている。現在の郷土資料館が貴重な資料を展示、保
存する施設として適切か否かということについては、
引き続き検討することが求められる。

≪今後の課題と対応≫
　今回の評価結果に基づき事業内容の見直しを進め、さらなる事業推進に努め、教育行政各施策の効果的な実施を目指し
ます。教育委員会の施策に関する点検・評価について、詳しくは町ホームページでご覧いただけます。また、本件に関す
るご意見は下記までお寄せください。

問合せ　学校教育課 庶務グループ(内線422)
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介護予防・生活支援サービス事業（新しい総合事業）

　

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
て
、
介
護
予
防
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種
事
業
に

参
加
す
る
人
を
増
や
す
と
と
も
に
、
通

い
の
場
が
増
え
て
い
く
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門

職
な
ど
が
住
民
主
体
の
通
い
の
場
な
ど

に
関
わ
る
こ
と
で
、
介
護
予
防
の
た
め

の
人
材
を
育
て
る
と
と
も
に
、
活
動
内

容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

一般介護予防事業

平
成
29
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
の
新
し
い
総
合
事
業

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

　

４
月
１
日
以
降
の
認
定
更
新
時
に
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
か
ら
新
し
い
総
合
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
に
移
行
し
ま
す
。
移
行
後
も
要
支
援
の

認
定
を
受
け
る
ま
た
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
よ
り
対
象
者
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の

介
護
予
防
訪
問
介
護
や
介
護
予
防
通
所
介
護

相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
お
い
て
、
介
護
予
防

事
業
が
見
直
さ
れ
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
新
し

い
総
合
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
）
を
実
施
し
ま
す
。
要
介
護
認
定
で
要

支
援
に
認
定
さ
れ
た
人
お
よ
び
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
り
総
合
事
業
の
対
象
者
と
判
定
さ

れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防

通
所
介
護
に
相
当
す
る
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
加
え
て
、  

「
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

�　

自
分
や
家
族
で
は
で
き
な
い
日
常
生

活
上
の
行
為
が
あ
る
場
合
に
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
に
よ
る
調
理
や
掃
除
、
洗

濯
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊�

こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か

ら
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
と

同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

②
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

�　

通
所
介
護
施
設
で
、入
浴
や
排
せ
つ
、

食
事
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
日

帰
り
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
運
動
機
能
の
向
上
、
口
腔
機
能
の

向
上
、
認
知
症
予
防
と
い
っ
た
介
護
予

防
の
教
室
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

�　

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
（
内
線
１
５
４
）

65 歳以上で利用希望の人は、幸田町地域包括支援センターまたは福祉課に相談

事業対象者は要支援１相当の
サービスを利用できます

＊基本チェックリストとは、要介護状態となるリスクを予測することを目的に開発された 25 項目の質問票です。

利用の流れ
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基本チェックリスト ＊要介護・要支援認定申請

要介護１～５ 要支援１・２ 非該当 事業対象者（生活機能
の低下が認められた人）

一般高齢者（自立した生 
活を送ることができる人）

居宅介護支援 介護予防支援・介護予防ケアマネジメント
地域包括支援センターの職員とケアプラン（どのようなサー
ビスをどのくらい利用するかを決めた計画書）を相談しなが
ら作成し、サービスを利用します。

施設
サービス

居宅
サービス

介護予防サービス
　・訪問入浴介護
　・訪問看護
　・福祉用具貸与　など
地域密着型介護予防サービス
　・認知症対応型通所介護
� など

介護予防・日常生活支援総合事業
（新しい総合事業）

介護予防・生活支援サービス
　・訪問型サービス
　・通所型サービス
　・生活支援サービス

一般介護予防
事業



こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
が
４
月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す

利
用
対
象
者

　

町
内
お
よ
び
岡
崎
市
在
住
の
人

施
設
概
要

　

構
造
規
模
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
階
建

　

延
床
面
積
：
４
０
９
０
・
８
６
㎡

　

1
・
2
階
：
支
援
セ
ン
タ
ー
（
親
子
・
単
独
通
所
）

　
　
　

3
階
：
医
療
セ
ン
タ
ー
（
診
察
・
発
達
検
査
・
リ
ハ
ビ
リ
）、

　
　
　
　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー
（
専
門
相
談
）

　
　

駐
車
場
：
46
台

岡崎市こども発達センター 案内図

施
設
の
主
な
特
徴

　

１
階
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、総
合
受
付
、

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
吹
き
抜
け
の
開
放
的

な
空
間
と
し
ま
し
た
。
建
物
構
成
は
、
中
庭
と
い
う

象
徴
的
で
明
る
く
分
か
り
や
す
い
空
間
が
軸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

住所：岡崎市欠町字清水田６番地４　　☎ 23-7564

支
援
セ
ン
タ
ー

　

指
導
室（
10
室
）、遊
戯
室
、訓
練
室
な
ど
を
配
置
し
、

１
階
に
中
庭
を
利
用
し
た
園
庭
、
2
階
に
屋
外
施
設

と
し
て
園
庭
と
水
あ
そ
び
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室
を
4
室
（
1
室
は
1
階
供
用
部
分
）
配
置

し
て
い
ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー

　

分
か
り
や
す
い
配
置
と
な
る
よ
う
診
療
と
療
法
を

分
け
、
診
療
ゾ
ー
ン
で
は
診
察
室
（
4
室
）、
処
置
室

（
2
室
）
な
ど
、
療
法
ゾ
ー
ン
で
は
心
理
・
言
語
・
作

業
療
法
室
、
集
団
療
育
室
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

利
用
案
内

　

開
館
日   

月
～
土
曜
日 

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

開
館
時
間   

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分  

問
合
せ　

�

福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
５
２
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
56
ー
６
２
１
８

　

発
達
に
心
配
の
あ
る
子
に
対
し
て
発
達
に
関
す

る
相
談
、
医
療
お
よ
び
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す

る
施
設
「
岡
崎
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」
が
完

成
し
、
平
成
29
年
4
月
１
日
に
供
用
を
開
始
し
ま

す
。
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各種手当をご存じですか？
　児童の健全育成や高齢者および障がい者の福祉の
増進を図るため、各種手当支給制度があります。
　対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人
は、手続きをしてください。
手続き場所・問合せ
　①、②　福祉課 介護保険グループ（内線154）
　③～⑦　福祉課 福祉グループ（内線153）
　⑧～⑪　こども課 児童育成グループ（内線133）

名称 支給要件 所得
制限

①�幸田町 
在宅介護
手当

要介護３～５で65歳以上の人を
現に在宅で介護している同一世帯

（住民票を同一にされている）の
親族
＊�対象者が入院、入所している期

間は除きます。

無

②�幸田町 
家族介護
手当

要介護４または５で町民税非課
税世帯の65歳以上の人を過去１
年間介護保険サービスを受けず

（ショートステイは７日以内なら
可）に在宅で介護している同一世
帯（住民票が同じ）の親族

有

③�幸田町 
心身障害
者扶助費

身体障害者手帳・療育手帳または
精神障害者保健福祉手帳を持って
いる人
＊下記の人は除きます。
●介護人が在宅介護手当受給者
●施設入所者
●65歳以上の新規・転入
＊�手帳・等級変更の場合は、支給

額の変更はありません。

無

④�愛知県 
在宅重度
障害者 
手当

●�身体障害者手帳１・２級＋
IQ35以下の人（１種）

●�身体障害者手帳１・２（２種）
の人

●IQ35以下の人（２種）
●身体障害者手帳３ 級＋IQ50
　以下の人（２種）
＊�施設入所者、３カ月以上継続し

て入院している人および特別障
害者手当、障害児福祉手当の受
給者、65歳以上の新規手帳取
得者は除きます。

有

⑤�障害児 
福祉手当

20歳未満で、知的または身体に
著しい重度の障がいがあるため、
日常生活において常時特別の介護
が必要な児童
＊施設入所者は除きます。
●１級身体障がい児
●２級身体障がい児の一部
　（常時介護を必要とする人）
●�IQ20以下の知的障がいまたは

病状で常時介護が必要な人

有

名称 支給要件 所得
制限

⑥�特別障害
者手当

20歳以上で、知的または身体に
著しい障がいがあるため、日常生
活において常時特別の介護が必要
な人
＊�施設入所者、長期入院者は除き

ます。
●身体障害２級（一部を除く）
　以上の障がいが重複している人
●身体障害２級（一部を除く）
　�以上の障がいがあり、IQ20以

下の人
●身体障害２級（一部を除く）
　�以上の障がいまたはIQ20以下

で、ほかに３級相当の障がいが
２つ以上ある人

●身体障害２級（一部を除く）
　�以上の障がいまたはIQ20以下、

もしくは、これと同程度の障が
いまたは病状がある人で、日常
生活でほぼ全面介護が必要な人

有

⑦�特別児童
扶養手当

20歳未満の障がい児（身体障害
者手帳１～３級程度・４級程度の
一部、療育手帳Ａ・Ｂ判定・Ｃ判
定の一部、内部障がい、精神障が
いなど）を養育している人
＊�手帳をお持ちでない人も申請で

きます。

有

⑧児童手当

中学校卒業までの児童を養育して
いる人
＊�公務員は勤務先から支給されま

す。

有

⑨�児童扶養
手当

父または母、もしくは、両親のい
ない18歳以下（ 18歳に達した日
の属する年度の末日まで）の児童
を養育している人
＊�親の一方が重度の心身障がい者

の場合も対象になります。

有

⑩�愛知県 
遺児手当

父または母、もしくは、両親のい
ない18歳以下（ 18歳に達した日
の属する年度の末日まで）の児童
を養育している人
＊�支給期間は認定から５年間で

す。
＊�親の一方が重度の心身障がい者

の場合も対象になります。

有

⑪�幸田町 
遺児家庭
扶助費

父または母、もしくは、両親のい
ない義務教育修了前の児童を養育
している人
＊�親の一方が重度の心身障がい者

の場合も対象になります。

無
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各種手当額の改定
①児童扶養手当額の改定
　児童扶養手当の手当額が平成29年４月分から以下のとおり改定となりました。

変更前 変更後（平成29年４月分～）
児童１人のとき
　全部支給：月額42,330円
　一部支給：月額42,320円～ 9,990円

児童１人のとき
　全部支給：月額42,290円
　一部支給：月額42,280円～ 9,980円

第２子加算額
　全部支給：月額10,000円
　一部支給：月額 9,990円～ 5,000円

第２子加算額
　全部支給：月額 9,990円
　一部支給：月額 9,980円～ 5,000円

第３子以降加算額
　全部支給：月額 6,000円
　一部支給：月額 5,990円～ 3,000円

第３子以降加算額
　全部支給：月額 5,990円
　一部支給：月額 5,980円～ 3,000円

＊次回支給予定は４月11日（ 12月分～３月分）です。
＊改定された手当額が反映された支給は８月10日（４月分～７月分）となります。

②特別児童扶養手当額の改定
　特別児童扶養手当の手当額が平成29年４月分から以下のとおり改定となりました。

区分 変更前 変更後（平成29年４月分～）

１級 月額51,500円 月額51,450円

２級 月額34,300円 月額34,270円

＊次回支給予定は４月11日（ 12月分～３月分）です。
＊改定された手当額が反映された支給は８月10日（４月分～７月分）となります。

③特別障害者手当額の改定
　特別障害者手当の手当額が平成29年４月分から以下のとおり改定となりました。

区分 変更前 変更後（平成29年４月分～）

Ａ種 月額33,680円 月額33,660円

Ｂ種 月額27,880円 月額27,860円

Ｃ種 月額26,830円 月額26,810円

＊次回支給予定は５月10日（２月分～４月分）です。

④障害児福祉手当額の改定
　障害児福祉手当の手当額が平成29年４月分から以下のとおり改定となりました。

区分 変更前 変更後（平成29年４月分～）

Ａ種 月額21,500円 月額21,480円

Ｂ種 月額15,750円 月額15,730円

Ｃ種 月額14,600円 月額14,580円

＊次回支給予定は５月10日（２月分～４月分）です。

問合せ　①は こども課 児童育成グループ（内線133）、②～④は 福祉課 福祉グループ（内線153）
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こんなときは必ず14日以内に届出をしましょう
　14日を超えると保険の給付を受けられないことがあります。

届出が必要なとき 届出に必要なもの

国
民
健
康
保
険
に

�

入
る
と
き

町外から転入したとき 印鑑

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、離職票または職場の健康保険をやめた証明書

子どもが生まれたとき 印鑑

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

国
民
健
康
保
険
を

　
　
　
　
　

や
め
る
と
き 

町外へ転出するとき 印鑑、国民健康保険証

職場の健康保険に入ったとき
印鑑、国民健康保険証、職場の健康保険証または証
明書

死亡したとき
印鑑、国民健康保険証、葬祭費の振込先（喪主の口
座）、会葬礼状・領収書など喪主が確認できるもの

障がいにより後期高齢者医療制度に入るとき 印鑑、国民健康保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、国民健康保険証、保護決定通知書

そ
の
ほ
か

町内で住所が変わったとき

印鑑、国民健康保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき

修学のため町外へ転出するとき 印鑑、国民健康保険証、在学証明書または学生証

施設入所のため町外へ転出するとき 印鑑、国民健康保険証、入所の確認ができるもの

国民健康保険証を無くしたとき 印鑑

＊�届出には、この表に掲げるもの以外に、手続をする人の運転免許証など本人確認ができるものと、対象と
なる人および世帯主の通知カードなど個人番号（マイナンバー）が確認できるものが必要です。

国民健康保険からのお知らせ

災害や失業などで医療費の支払いにお困りの人へ
　災害や失業などで一時的に生活が苦しくなり、医療費の支払いが困難になったときは、医療費の窓口負担

（一部負担金）が一定の基準により免除、減額または猶予される一部負担金の減免が受けられます。利用す
るには事前に申請が必要となりますので、ご相談ください。

減免の基準 減免の程度 減免の期間

実収入月額が生活保護基準生活費の110％以下の世帯 一部負担金が全額免除

３カ月以内
　　　　 〃 　　　　110％を超え120％以下の世帯 　　 〃 　　８割減額

　　　　 〃 　　　　120％を超え130％以下の世帯 　　 〃 　　５割減額

　　　　 〃 　　　　130％を超え140％以下の世帯 　　 〃 　　徴収猶予

問合せ　保険医療課 国保年金グループ（内線143）
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犬の飼い主の皆さんへ
狂犬病予防注射を受けましょう
　あなたが飼っている愛犬は、毎年４月１日から６月30日の間に、狂犬病予防注射を受けなければなりま
せん。予防注射を受けるときは、必ず、郵便はがき（平成29年度狂犬病予防注射実施・登録確認通知書）
を持参してください。
＊都合の悪い人は、別の会場や動物病院で受けることもできます。

フンの後始末を！
　道路や公園はみんなのものです。フンは必ず持ち帰り、飼い主の責任で片付けましょう。

犬が死亡、いなくなったときは、環境課へご連絡ください
　飼い主を見つける手がかりになりますので、鑑札や注射済票を首輪に付けましょう。

平成29年度狂犬病予防注射実施日時および会場

とき ところ 時間

４月10日（月）

坂崎公民館 13：10 ～ 13：45
高力老人憩の家 13：55 ～ 14：15
新田老人憩の家 14：25 ～ 14：40
永野老人憩の家 14：50 ～ 15：10

４月11日（火）

長嶺コミュニティホーム 13：10 ～ 13：25
久保田コミュニティホーム 13：35 ～ 13：50
大草老人憩の家 14：00 ～ 14：35
鷲田公民館 14：45 ～ 15：10

４月12日（水）

岩堀公民館 13：10 ～ 13：35
横落コミュニティセンター 13：45 ～ 14：05
荻農村センター 14：15 ～ 14：25
老人福祉センター 14：35 ～ 14：45
深溝児童館 14：55 ～ 15：10

４月13日（木）

野場ふれあいセンター 13：10 ～ 13：35
須美公民館 13：45 ～ 13：55
桐山組合倉庫前 14：05 ～ 14：25
逆川農村センター 14：35 ～ 14：45
海谷公民館 14：55 ～ 15：10

４月14 日（金）

芦谷公民館 13：10 ～ 13：35
市場公民館 13：45 ～ 13：55
上六栗老人憩の家 14：05 ～ 14：15
六栗公民館 14：25 ～ 14：35
役場車庫棟前（保健センター隣） 14：45 ～ 15：10

５月８日（月）

坂崎公民館 13：10 ～ 13：30
鷲田公民館 13：40 ～ 14：00
大草老人憩の家 14：10 ～ 14：30
芦谷公民館 14：40 ～ 15：00

５月９日（火）

市場公民館 13：10 ～ 13：25
上六栗老人憩の家 13：35 ～ 13：45
野場ふれあいセンター 13：55 ～ 14：10
役場車庫棟前（保健センター隣） 14：20 ～ 14：45

問合せ　環境課 環境保全グループ（内線271）

対象　　生後91日（３カ月）以上の犬

費用　　注射代  3,400円
　　　　＊�登録していない犬は登録料3,000円 

が別途かかります。
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坂崎小
校長　伊野　篤人
全校生徒数　293人
男子：153人　女子：140人
問合せ　　62－0115

い の あつ ひと

南
部
中
学
校

３年
三
み

浦
うら

 美
み

和
わ

 さん

３年
岩
いわ

瀬
せ

 陽
はる

希
き

 くん

先生から　壁のタイルの線が一点に集まる構図で、
上手に奥行きを表現しています。人物の影も効果
的です。

「トイレの窓を開ける」
【版画】

「音楽室の私」
【版画】

先生から　左の窓の線をしっかり描くことで、奥
行きを表現できています。ピアノを弾く人物の描
き方も良いですね。

生
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
、
四
年
生
は
、

六
年
生
の
あ
こ
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

叫
び
、
五
年
生
は
、
今
、
流
行
り
の
恋

ダ
ン
ス
を
、
寸
劇
を
交
え
て
踊
り
ま
し

た
。
や
は
り
、
流
行
り
の
恋
ダ
ン
ス
。

音
楽
が
鳴
り
始
め
る
と
六
年
生
た
ち
が

口
ず
さ
み
な
が
ら
、
一
緒
に
踊
り
出
し

ま
し
た
。
元
気
が
あ
り
、
ノ
リ
の
よ
い

六
年
生
を
在
校
生
は
越
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

各
学
年
の
出
し
物
が
終
わ
る
と
次

は
、
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
。
入

学
式
の
と
き
の
可
愛
ら
し
い
写
真
か
ら

始
ま
り
、
今
ま
で
の
思
い
出
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
た
と
き
は
、
ひ
と
際
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
こ
の
日
の

た
め
に
準
備
を
し
て
き
た
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ひ
と
り
ひ
と
り
に
渡
し

ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
六
年
生
の
笑
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
こ
で
六
年
生
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ
。

在
校
生
全
員
に
、
手
作
り
の
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
思

い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
在
校
生

は
大
喜
び
で
し
た
。

　

坂
崎
小
学
校
は
、
町
内
で
一
番
小
さ

な
小
学
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
六

年
生
を
送
る
会
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
学
年
の
枠
を
越
え
た
縦
の
つ
な
が

り
の
強
さ
は
町
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
す
。
今
後
も
こ
の
絆
を
大
切
に
し
、

新
六
年
生
を
中
心
に
、
縦
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
強
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

恋ダンスを踊る５年生たち

「
六
年
生
を
送
る
会
」

　

坂
崎
小
学
校
で
は
、
三
月
八
日
に
、

六
年
生
を
送
る
会
を
行
い
ま
し
た
。
六

年
生
四
十
名
は
、
こ
の
一
年
間
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
で
、
下
の
学
年
を
引
っ
張
っ

た
り
、
学
校
の
た
め
に
率
先
し
て
掃
除

や
、
委
員
会
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
六
年
生
に
今
ま
で
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
会
に
す
る
た
め
に
、

五
年
生
を
中
心
に
、
六
年
生
に
渡
す
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
全
校
参
加
ゲ
ー
ム
の
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

縦
割
り
掃
除
で
お
世
話
に
な
っ
た
六
年

生
の
似
顔
絵
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
二

年
生
は
一
年
生
と
と
も
に
、
ダ
ン
ス
も

披
露
を
し
ま
し
た
。
三
年
生
は
、
六
年

スライドショーを見る６年生たち

広報こうた●2017（H29）4.1 14



体験先体験先 オカモト自動車

この本読みました町民会館・図書館・町民プール ハッピネス・ヒル・幸田
ホームページ

http://www.happiness.kota.aichi.jp/

中 学 生中 学 生

「しろくまくん、どこへ？」          

ハンス・ド・ビア / 作 矢川　澄子 / 訳
童話屋

坂崎小 ３年

  楠
くすのき

  一
い ち ず

道 くん

4・5月の
休館日

（4/16 ～ 5/15)

北部中 ３年

 加
か

藤
とう

 駿
しゅん

弥
や

くん

職
場
体
験

レ
ポ
ー
ト

『
働
く
こ
と
は
大
変
だ
け
ど
』
職
場
体
験
実
施
日
：
平
成
28
年
６
月
14
日
・
15
日
・
16
日

　父さんとはぐれたしろくまの
ラルスは、りゅうひょうになが
されてアフリカにきました。カ
バのヒッポに出会い、わしやシャ
チにたすけてもらい、さいごは
父さんに会えます。この本は、
おばあちゃんが夜、ねる前によ
く読んでくれた本です。

町 民 会 館（☎63-1111）　４/17(月)・４/24(月)・５/１(月）・５/８（月）・５/15（月）
図　書　館（☎63-0001）　４/17(月)・４/24(月)・４/28(金)・５/１(月）・５/８（月）・５/15（月）
町民プール（☎56-8111）　４/17(月)・４/24(月)・５/１(月）・５/８（月）・５/15（月）

こどもの読書週間イベントを開催します 
期間：４月15日（土）～５月14日（日）

で
ん
さ
車
動
自
ト
モ
カ
オ
は
僕

た
い
て
せ
さ
を
験
体
場
職
間
日
三

洗
。
た
し
ま
き
で
が
験
体
な
重
貴

た
し
学
見
を
場
工
、
り
た
し
を
車

仕
、
で
中
の
そ
、
が
た
し
ま
し
り

う
思
と
な
だ
切
大
で
上
る
す
を
事

、
は
れ
そ
。
た
し
ま
り
あ
が
と
こ

こ
う
い
と
る
け
つ
見
を
い
が
り
や

何
も
台
何
を
車
洗
は
僕
。
す
で
と

で
て
し
中
集
、
に
ち
う
る
や
も
台

る
や
く
し
楽
、
り
な
に
う
よ
る
き

、
は
れ
そ
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ

つ
見
を
い
が
り
や
で
か
こ
ど
、
て

か
だ
。
す
ま
い
思
と
だ
ら
か
た
け

は
業
作
の
こ
で
何
「
、
し
も
、
ら

け
つ
見
を
い
が
り
や
、
は
き
と
た

。
た
し
ま
い
思
と
う
よ

な
だ
切
大
つ
一
う
も
、
て
し
そ

ト
モ
カ
オ
。
す
で
と
こ
う
い
と
い

け
だ
理
修
の
車
、
は
ん
さ
車
動
自

は
き
と
る
す
接
と
ん
さ
客
お
。
た

事
仕
、
し
だ
切
大
が
顔
笑
も
て
と

だ
ば
れ
け
な
も
顔
笑
は
に
る
や
を

か
し
。
す
ま
い
思
と
な
だ
ん
な
め

従
の
き
と
る
い
て
し
を
事
仕
、
し

さ
剣
真
は
に
き
つ
顔
の
ん
さ
員
業

、
は
き
つ
顔
の
そ
。
す
ま
り
あ
も

命
懸
生
一
「
も
に
生
学
中
ち
た
僕

せ
わ
思
と
」
…
ば
れ
け
な
ら
や

一
。
た
し
で
命
懸
生
一
い
ら
く

る

。
た
し
ま
じ
感
を
と
こ
の

そや
、
だ
ん
学
で
験
体
場
職
の
こ

大
を
顔
笑
、
る
け
つ
見
を
い
が
り

伝
に
人
は
命
懸
生
一
、
る
す
に
切

部
・
強
勉
、
は
と
こ
う
い
と
る
わ

と
こ
な
事
大
も
で
活
生
校
学
・
活

な
重
貴
な
ん
こ
。
す
ま
い
思
と
だ

て
と
て
い
だ
た
い
て
せ
さ
を
験
体

た
の
来
将
。
す
ま
い
て
し
謝
感
も

な
ろ
い
ろ
い
ら
か
れ
こ
、
も
に
め

。
す
ま
き
い

①図書館クイズに挑戦しよう
　全問正解者の中から、抽選で30人に賞品が当たります。
　ところ　町立図書館１階 階段横掲示板　　対象　小学生以下
　当選発表　５月27日（土）～ 図書館入口に掲示します。
②春の図書館スタンプラリー
　　こどもの読書週間にちなみ、スタンプラリーを開催します。
　スタンプを集めて、すてきな賞品をもらっちゃおう！
問合せ　町立図書館 ☎63－0001
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皆さんからのサークル紹介・みんなの
作品展への応募をお待ちしています。

〒444-0192  菱池字元林１-１幸田町役場企画政策課広報広聴グループ

　皆さんの作品を募集します。応募方法は、
はがき裏書きもしくは作品を写真に撮りタ
イトルと作者名（ペンネーム可）をご記入
の上、広報広聴グループまでお送りくださ
い（デジカメ写真の場合はメールで！）。

４
月
20
日
は
「
ジ
ャ
ム
の
日
」

　

ジ
ャ
ム
の
製
造
会
社
な
ど
で
構
成

す
る
日
本
ジ
ャ
ム
工
業
組
合
が
制
定

し
ま
し
た
。
１
９
１
０ (

明
治
43)

年
４
月
20
日
に
、
長
野
県
北
佐
久
郡

三
岡
村(

現
在
の
小
諸
市)

の
塩
川

伊
一
郎
氏
が｢

い
ち
ご
ジ
ャ
ム｣

を

明
治
天
皇
に
献
上
し
た
と
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
ジ
ャ
ム
の
草
創

期
に
お
け
る
功
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
ジ
ャ
ム
産
業
の
発
展
に
貢
献
し

た
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
日
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ン
食
に
欠
か
せ
な
い
ジ
ャ
ム
。

そ
も
そ
も
ジ
ャ
ム
類
と
は
果
実
な
ど

を
糖
類
な
ど
と
と
も
に
ゼ
リ
ー
化
す

る
ま
で
加
熱
し
た
も
の
で
、ジ
ャ
ム
、

マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
ゼ
リ
ー
の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
そ
の

保
存
性
と
素
材
の
風
味
、
色
、
香
り

を
生
か
し
た
身
近
な
食
品
と
し
て
、

世
界
中
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
の
サ
イ
ト
で
は
、
果
実
の

香
り
や
風
味
が
詰
ま
っ
た
ジ
ャ
ム
を

素
材
と
し
て
用
い
た
料
理
や
デ
ザ
ー

ト
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
ジ
ャ
ム
の
定

番
を
手
近
な
材
科
を
使
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
素
材
と
組
み
合
わ
せ
た
簡
単
メ

ニ
ュ
ー
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
手
作
り
ジ
ャ
ム
と
し
て
、
い
ち
ご

ジ
ャ
ム
と
り
ん
ご
ジ
ャ
ム
の
作
り
方

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

＊参考資料：日本ジャム工業組合  http://www.jca-can.or.jp/~njkk/

　幸田町の少林寺拳法は1982（昭
和57）年に鷲田公民館で始まり、
今年で35年になります｡1991（平成
３）年に町体育協会へ加盟し、幸田
中学校の武道館を修練場所として使
わせていただいていています。週３
日の修練を岩堀公民館(火･金曜)､幸
田中武道館(日曜)で行っています｡
　少林寺拳法は喧嘩に勝つために修
練するものではなく､自分を大切に
するようにほかの人も同じように
大切にして､明るく住みやすい人間
社会を築き上げるための“人づくり”
を目的としています。技術修練を通
して強い自分を作ると共に､組手主

「幸田町児童・生徒作品展」からのセレクトです。

体の技術研鑚により自他共楽の精
神を育みます｡現在会員数は50人程
で、小学生以下の少年部と､中学生
以上の一般部(最高齢67歳)の２部
制で修練に励んでいます｡
　毎年４月は美合の県青年の家で１
泊２日の合宿、９月に幸田町少林寺
拳法大会、11月にレク・スポーツ大
会を実施するなど､道場以外での活
動も取り入れています｡会員募集中
です。いつでも見学､体験可能です｡

問合せ
会長　吉岡 ☎090－9910－0026
理事長　須原 ☎090－6767－3593

幸田町少林寺拳法協会

荻谷小４年 北
きた

島
じま

 尚
なお

耶
や

 くん

坂崎小５年 牧
まき

 遥
はる

陽
ひ

 さん

　

今
月
の
表
紙
は
、
３
月
８
日
に
竣
工
式

を
行
っ
た
幸
田
小
学
校
の
新
校
舎
で
す
。

幸
田
小
学
校
は
児
童
数
が
増
加
中
で
、
将

来
的
に
は
児
童
数
１
１
０
０
人
、
35
ク
ラ

ス
に
な
る
と
予
測
し
て
お
り
、
平
成
28
年

６
月
か
ら
増

築
工
事
を
開

始
し
て
平
成

29
年
２
月
28

日
に
完
了
し

ま
し
た
。
ピ

カ
ピ
カ
の
新

校
舎
を
背
景

に
し
て
、
新

６
年
生
の
皆

さ
ん
と
記
念

撮
影
し
て
き

ま
し
た
。

▼別ショットの写真
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VOL.36

△ 

△ 

第
　
走
者 

△

編
集
者
の

　
　
　
ひ
と
こ
と

編
集
者
の

　
　 

ひ
と
こ
と

相
あい

川
かわ

 哲
てつ

也
や

 さん

久保田区在住　20歳　職業　大学生
血液型　Ｂ型　身長　172cm
好きなタイプ　明るい人
好きな芸能人　Mr.Children

　僕は今、経済学や経営学を中心
に大学で学んでいます。大学での
勉強は初めて知ることばかりで
す。経済学や経営学は何となく
知っているつもりだったことが、
実は奥が深く、複雑な内容である
ことを教えてくれるもので、とて
も興味深いです。またいろんな分
野に携わる学生や専門家の先生、
大学にいながら実業界で活躍され
ている人と直接会う機会にも恵ま
れ、色々な出会いから多くの刺激
を受けています。
　大学での新しい発見や出会いが
ある一方で、生まれた時から慣れ
親しんできた幸田町はやはり居心
地が良いです。これからも幸田町
が穏やかな雰囲気であり続けるこ
とを願っています。

食品ロスを減らそう！
　まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる「食品ロス」
が日本では年間約632万トンにも上ります。その半分の約302万ト
ンが家庭で発生しています。家庭から出される生ごみの中には、手
つかずの食品が２割もあり、さらにそのうちの４分の１は賞味期限
前にもかかわらず捨てられているものです。
　幸田町でも平成28年に行った、燃やすごみの組成分析（＊）では、
調査したごみの約46.3％が生ごみであることが分かりました。そ
のうちの約９％が未開封のまま捨てられていました。食べ物は食べ
きれる分を購入し、食品ロスを減らしていきましょう。食品ロスを
減らすことは食べ物の廃棄量を減らすだけでなく、家計面にとって
もメリットになります。ぜひ実践していきましょう！
＊ 組成分析とは指定袋で出された燃やすごみにどんなものが 

入っているかを調査するものです。
参考資料：農林水産省「平成25年度推計」

問合せ　環境課 ごみ対策グループ（内線273）

掲載写真を印刷してプレゼント。
企画政策課までご連絡ください。
本人のご家族にお渡しできます。

　

職
場
の
後
輩
Ｋ
く
ん
が
「
彼
女
と
遠
距

離
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
号
泣
さ
れ
ま

し
た
」
と
、
困
っ
た
素
振
り
を
し
つ
つ
も

顔
が
に
や
け
て
る
の
を
見
逃
さ
な
か
っ
た

編
集
者
の
Ｋ
で
す
。

　

３
月
の
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
、
新

た
な
出
会
い
が
あ
る
４
月
の
入
学
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
我
が
母
校
、

南
部
中
学
校
の
卒
業
式
に
お
邪
魔
し
て
き

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か
っ

た
こ
と
、
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
よ
み
が

え
っ
て
き
て
溢
れ
出
す
涙
が
止
ま
ら
な
い
、

そ
ん
な
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
一

度
も
卒
業
式
で
涙
が
出
て
こ
な
か
っ
た
自

分
に
は
い
い
思
い
出
が
ひ
と
つ
も
な
い
…

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
が
（
汗
）。

卒
業
式
と
入
学
式
の
様
子
は
、
来
月
５
月

号
の
広
報
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
の
で
、

も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
４
月
が
近
付
く
と
広
報
担
当
と

し
て
気
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
今
年
の
し

だ
れ
桜
の
開
花
時
期
で
す
。
ほ
か
の
桜
と

比
べ
て
開
花
時
期
が
遅
い
の
で
す
が
、
４

月
の
初
め
か
、
も
う
少
し
遅
い
の
か
と
、

３
月
末
ご
ろ
か
ら
幸
田
文
化
公
園
に
通
っ

て
桜
の
開
花
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
も
開
花
状
況
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
）

幸
田
し
だ
れ
桜
ま
つ
り 

４
月
１
日
～
10
日

←食品ロス削減
　国民運動
　キャラクター  
　「ろすのん」
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▲迫り来る子鬼たち ▲鬼はーそと！

鬼はーそと！ 福はーうち！ 節分豆まき会 in 幸田保育園
　２月３日、節分の日に幸田保育園で豆まき会が行われました。年長児が手作りのお面を
付けて子鬼に変身。かわいらしく迫ってくる子鬼たちに年少児と年中児が元気よく、豆を
まきました。鬼役を終えた年長児は、保育士扮する鬼に向かって勢いよく豆を投げつけて
いました。

▲大会での表彰の様子 ▲「スカルサクラ」によるステージイベント

安全・安心なまちを目指して 安全・安心なまちづくり推進大会
　町民会館つばきホールで、安全・安心なまちづくり推進大会を開催しました。大会では
交通安全、防犯および防災活動に功績があった個人や団体へ感謝状の贈呈を行いました。
また、ステージイベントとして、ガムラン演奏グループ「スカルサクラ」のインドネシア・
バリ島の竹を使用した打楽器演奏が披露されました。

▲福祉委員会による仕分けの様子（荻谷小） ▲贈呈式の様子（坂崎小）

カンボジアの子たちに届けてね
 荻谷小・坂崎小からカンボジアへ贈り物
　幸田町と友好に関する覚書を締結しているカンボジアのシェムリアップ州にあるトラキ
エット小学校の子どもたちへの贈り物として、荻谷小学校と坂崎小学校の児童らが集めた
物品（服、文具、鍵盤ハーモニカ、エコキャップなど）を幸田ライオンズクラブに託しま
した。預かった物品は幸田ライオンズクラブと幸田高校生が同州に向かうツアー（P.19
上段参照）で現地の子どもたちに贈呈します。

1／24、2／20

2／3

2／4

▲福祉委員会による仕分けの様子（荻谷小） ▲贈呈式の様子（坂崎小）

▲鬼はーそと！

▲福祉委員会による仕分けの様子（荻谷小） ▲贈呈式の様子（坂崎小）

▲迫り来る子鬼たち
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資質向上を目指して自己研鑚の場
 第37回西三河地区消防職員意見発表会
　第37回西三河地区消防職員意見発表会がみよし市文化センターで開催され、幸田町消
防本部から中

なか

村
むら

裕
ゆう

消防士長が代表として出場しました。この意見発表会は、消防職員の資

▲iPadで見た民話「茶つぼのなみだ雨」 ▲製作に関わった皆さん

質の向上と自己研
けん

鑽
さん

を目的とし、消防行
政の問題点についての論理的な考察力、
問題に対する改善策を発表する表現力を
養い、住民の期待に応えることのできる
視野の広い職員の養成を図ることを目指
して行われています。
　今回の発表テーマは「消防防災に関す
るもの」で、中村消防士長は「ＡＥＤ  
ＧＯ」と題し、住民にＡＥＤの設置場所
を知ってもらうためのアイディアを発表
し、見事優秀賞を受賞しました。

▲右から冨田さん、後藤さん、西嶋さん

カンボジアに行ってきます
 カンボジア支援ツアー参加の幸田高校生（表敬訪問）
　幸田ライオンズクラブが主催するカンボジアのトラキエット小学校支援ツアーに参加
する幸田高校２年生の冨

とみ

田
た

周
あまね

さん、同１年生の西
にし

嶋
じま

真
ま

唯
い

さんと後
ご

藤
とう

優
ゆう

花
か

さんの３人が事前
報告に訪れました。幸田高校
の生徒が同ツアーに参加する
のは今回が３回目で、昨年と
同様に小学校で運動会を企画
し、子どもたちと触れあう予
定で準備をしています。３人
は「これまでの反省を活かし
てより良いものにしていきた
い。」と、出発前に現地での
活動に向けての意気込みを話
してくれました。

▲発表を行った中村消防士長

民話を楽しむ新しいかたち
 こうたの民話「茶つぼのなみだ雨」アニメーションが完成（表敬訪問）
　地域の民話をiPadで遊べる絵本にするボランティア活動をしている「カラクリＢＯＯＫ
Ｓ」が、幸田町大草地区に伝わるこうたの民話をアニメーションにして製作し、完成報告
に訪れました。ナレーションは町で読み聞かせボランティアをしている「よみ仲間 ぱあかっ
しょん」の皆さんが担当。イラストは愛知県立大学学生の山

やま

田
だ

ももこさんが作成しました。

2／6

2／8

2／10

▲発表を行った中村消防士長

▲iPadで見た民話「茶つぼのなみだ雨」 ▲製作に関わった皆さん▲iPadで見た民話「茶つぼのなみだ雨」 ▲製作に関わった皆さん

広報こうた●2017（H29）4.119
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▲楽器によって変化する音色を聴く児童たち ▲目の前で披露されたプロの音楽家による演奏

プロの演奏会を目の前で開催
 音楽宅配事業 in 豊坂小学校
　幸田町文化振興協会が町内６小学校の２年生を対象に音楽宅配事業「きんかんがっきの
なるしくみ」を行いました。プロの音楽家が小学校を訪問し、音楽のすばらしさを伝える
この事業。女性金管五重奏「ブラスアンサンブル・ロゼ」の５人が小学校を訪問し、金管
楽器の音が出る仕組みや音の違いを紹介しながら、子どもたちの目の前でプロの演奏を届
けました。

▲引き渡しを受けた伊藤消防団長 ▲更新された消防団新ポンプ車両

消防団ポンプ車両を更新 消防団新ポンプ車両引き渡し式
　幸田町消防団第１分団第１部（坂崎）の消防ポンプ自動車の更新に伴い、２月16日に
役場庁舎玄関前で町から消防団へ新ポンプ車両の引き渡し式を開催しました。町長から新
車両の鍵を受け取った伊

い

藤
とう

嘉
よし

啓
ひろ

消防団長は、「町民の安全安心のために団員一丸となって
取り組んでまいります。」と消防団活動への心構えを述べました。

▲本物の機材を使って模擬投票 ▲初めての投票体験

小学生が模擬投票を体験 選挙出前トーク in 深溝小学校
　町の選挙管理委員会が深溝小学校を訪れ、６年生を対象に選挙の授業を行いました。選
挙制度の概要について説明をしたあと、職員２人が立候補者となって演説し、児童たちが
模擬投票を体験。投票所で行われる受付や投票用紙の交付係も体験しながら、本物の投票
箱に投票をしました。

2／13

2／16

2／16

▲初めての投票体験

目の前で披露されたプロの音楽家による演奏

▲更新された消防団新ポンプ車両

▲本物の機材を使って模擬投票

楽器によって変化する音色を聴く児童たち

▲引き渡しを受けた伊藤消防団長
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▲幸田文化公園に看板を設置する児童たち ▲幸田中央公園に立てた啓発看板

地球に優しいことをしよう 環境啓発看板設置
　荻谷小学校４年東組の児童が幸田文化公園と幸田中央公園に地球温暖化防止のための啓
発看板を設置しました。総合的な学習で地球温暖化について学んだ児童たちは、原因とな
る二酸化炭素の排出を減らすためにエネルギーや資源の節約を地域の人たちにも広く呼び
掛けようとイラスト入りの看板を作成。また手作りの啓発ポスターも作成し、役場庁舎の
１階に張り、地域の人たちに協力を呼び掛けました。

▲書初め作品展入選の表彰 ▲体験発表の様子

思い出がつまった子ども会活動 子ども会大会
　１年間の子ども会活動を振り返る、子ども会大会が町民会館さくらホールで開催されま
した。大会では、子ども会活動の発展・育成に貢献された功労者の表彰や、子ども会書き
初め作品展入選者の表彰が行われました。また代表児童による体験発表も行われ、子ども
会活動で学んだことや思い出に残ったことなどを作文にして発表しました。

▲グレース・エッサ（左）とリトル・メリー（右） ▲姉妹友好の誓いを取り交わしました

90年ぶりの再会に感動
 青い目の親善人形姉妹交流事業「親善人形対面式」
　青い目の親善人形姉妹交流事業「親善人形対面式」を幸田小学校で開催しました。歴史
と文化の友好交流の推進に関する協定を締結している長崎県島原市の島原市立第一小学校
が所蔵している青い目の人形「リトル・メリー」が島原親善人形友の会と共に幸田町を訪
れ、幸田小学校の青い目の人形「グレース・エッサ」と約90年ぶりとなる再会を果たし、
姉妹友好の誓いを取り交わしました。

2／17

2／21

2／26
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今月の税金と料金納付

2月の事故・犯罪状況

2月の火災・救急件数

事
故

犯
罪

火
災

救
急

死　亡
重　傷
軽　傷
合　計

侵入盗
車両盗
そのほか
合　計

0
2
23
25

0
3
37
40

1
0
11
12

3
4
19
26

件数 累計【2月】

人数 累計【2月】

○固定資産税………………第1期分
○介護保険料………………第1期分
○保育料………………………4月分
○町営住宅家賃………………4月分
○児童クラブ育成料……………3月分
＊納入期限・・・・・・・・・・・・・5月1日（月）

便利な口座振替の利用を！
（申請は税務課または町内金融機関で）

建　物
林　野
そのほか
合　計

急　病
交　通
そのほか
合　計

件数 累計【2月】

件数 累計【2月】

0
1
2
3

3
1
2
6

83
15
33
131

180
28
66
274

「あったかひろば」においでよ！

１
月
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
母

　
　

＊
６
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人

　

定
員　

各
グ
ル
ー
プ
10
組　

＊
先
着
順

　

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

　

申 

込
み　

４
月
17
日
（
月
）
か
ら
上
六
栗
子
育 

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
く
り
く
り
ひ
ろ
ば
）

　
　

☎
62
ー
８
３
３
３
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
１
回
フ
ァ
ミ
サ
ポ
使
っ
て 

気
分
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

 　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
、
子
育
て

で
忙
し
い
マ
マ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

と
き　

５
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー 
調
理
室

　

内
容　
「
切
っ
て
も
切
っ
て
も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
!?
」

　
　

 

子
ど
も
に
人
気
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
飾
り
巻

き
ず
し
を
作
り
ま
す
。
楽
し
い
時
間
と
お
い

し
い
お
持
ち
帰
り
も
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

　

対
象　

就
園
前
の
乳
幼
児
を
持
つ
親

　

定
員　

20
人

「
よ
ち
よ
ち
サ
ロ
ン
」で
あ
そ
ぼ
う
！

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

　

５
カ
月
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん
と
新

　

米
マ
マ
を
対
象
に
子
育
て
の
情

　

報
交
換
を
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い

　

 

遊
び
を
し
た
り
し
て
過
ご
す
「
よ
ち
よ
ち
サ
ロ

ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
月
で
12
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
６
回
実
施
し
ま
す
。

　

と
き　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
　

ぴ
よ
12
グ
ル
ー
プ（
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ
）

　
　

６
月
７
日
、
７
月
５
日
、
８
月
１
日
、

　
　

９
月
６
日
、 

10
月
４
日
、
11
月
８
日

　
　

ぴ
よ
１
グ
ル
ー
プ（
平
成
29
年
１
月
生
ま
れ
）

　
　

６
月
９
日
、
７
月
７
日
、
８
月
４
日
、

　
　

９
月
８
日
、
10
月
６
日
、
11
月
10
日

　

と
こ
ろ　

上
六
栗
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
く
り
く
り
ひ
ろ
ば
）

　

対 

象　

第
１
子
で
平
成
28
年
12
月
、
平
成
29
年

時　間　午前10時～ 11時
内　容　布を使ってあそぼ！
対　象　 町内在住で就園前の乳幼児と

その保護者
参加費　無料
申込み　当日会場で受け付けします。
問合せ　 上六栗子育て支援センター 

(くりくりひろば)☎62－8333

と き ところ
５月９日（火） 坂崎保育園

５月 10 日（水） 大草保育園
５月 16 日（火） わしだ保育園
５月 17 日（水） 菱池保育園
５月 23 日（火） 幸田保育園
５月 24 日（水） 豊坂保育園
５月 30 日（火） 深溝保育園
５月 31 日（水） 里保育園

キ
ッ
ズ
・
子
育
て

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント

このマークは、「こうた健康マイレージ♪」
ポイント対象事業の印です。
平成29年度は６月から始まります。詳細は、
５月頃にホームページ、チラシなどで案内
します。

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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幸田町役場　☎62−1111㈹

申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

FAX63−5139

　

講
師　

コ
ー
プ
あ
い
ち
食
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
費
用

　
　

１
０
５
０
円
と
材
料
費
４
５
０
円
）

　

申
込
み　

４
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）
に

　
　

上
六
栗
子
育
て
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
内
フ
ァ
ミ

　
　

サ
ポ
事
務
局
☎
62
ー

　
　

４
７
１
８
へ
お
申
し

　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

会
員
以
外
の
人
は

　
　

申
込
み
後
、
会
員
登

　
　

録
の
必
要
が
あ
り
ま

　
　

す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
に 

参
加
し
よ
う
！

　

と
き　

５
月
13
日
～
７
月
１
日

　
　

毎
週
土
曜
日 

全
８
回 

　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　

＊
雨
天
順
延

　

と
こ
ろ　

文
化
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上

　

定 

員　

30
人　

＊
先
着
順
（
た
だ
し
、
受
講
生

が
10
人
未
満
の
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。）

　

参
加
費　

２
０
０
０
円

　

申 

込
み　

４
月
４
日
（
火
）
～
22
日
（
土
）
に

幸
田
町
体
育
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
、

内
線
１
９
２
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親子ふれあいひろば（春の部）に集まれ！
　子育てネットワーカーと一緒に親子で遊びな
がら、友だちをつくったり子育てについて考え
てみたり、みんなで集まって楽しくふれあう全
７回（プラス１）の催しです。
時　間　午前10時30分～ 11時30分
ところ　さくら会館 ほか
内　容　外遊びを中心とした親子遊び
対　象　未就園児とその保護者（町内在住）
定　員　各グループ25組 
　　　　＊応募者多数時は抽選
講　師　幸田町子育てネットワーカー
受講料　300円程度（傷害保険料）
申込み　 ４月19日（水）までに、生涯学習課 

生涯学習グループ（内線197）へ 
お申し込みください。

卓
球
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

　

と
き　

５
月
７
日
～
６
月
25
日

　
　

毎
週
日
曜
日
・
全
８
回

　
　

午
後
７
時
～
９
時

　

と
こ
ろ　

幸
田
中
学
校
卓
球
場

　

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
小
学
生
以
上

　

定 

員　

30
人 

＊
先
着
順
（
た
だ
し
、
受
講
生

が
10
人
未
満
の
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。）

　

参
加
費　

２
０
０
０
円

　

申 

込
み　

４
月
４
日
（
火
）
～
22
日
（
土
）
に

幸
田
町
体
育
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
、

内
線
１
９
２
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

大
会
に
参
加
し
よ
う
！

　

と
き　

５
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　
　

＊
雨
天
時
は
５
月
28
日
（
日
）
に
順
延

　

と
こ
ろ　

深
溝
運
動
場

　

対 
象　

女
性
（
た
だ
し
、
監
督
、
コ
ー
チ
に
限

り
男
性
も
可
）

　

そ
の
ほ
か　

フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
制

　

申
込
み　

５
月
６
日
（
土
）
ま
で
に
、メ
ン
バ
ー

　
　

表
を
添
え
て
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー

　
　

プ
（
内
線
１
９
２
）
へ

　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
申
込
み
チ
ー
ム

　
　

数
に
よ
っ
て
は
中
止
す

　
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント

日程および内容（内容は変更する場合があります）

回
日程

内容パンダ
グループ

コアラ
グループ

１ ５/11（木） ５/12（金） はじめましての会
２ ５/18（木） ５/19（金） おさんぽ
３ ５/25（木） ５/26（金） みんなで１・２・３
４ ６/１（木） ６/２（金） こんなときどうしますか？

５ ６/８（木） ６/９（金） 砂場で遊ぼう！
ぐちゃぐちゃぐにゃぐにゃ

６ ６/15（木） ６/16（金） ぬりぬり・ちょきちょき・
ぺたぺた・わくわく

７ ６/22（木） ６/23（金） おわりの会
合同 ６/30（金） おたのしみ♪

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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第
51
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
勝
を
ね
ら
お
う
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

　

と
き　

５
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　
　

＊
受
付
は
午
前
８
時
～

　
　

＊
雨
天
時
は
13
日
（
土
）
に
順
延

　

と
こ
ろ　

大
日
蔭
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

　

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　

部
門　

団
体
戦
、
個
人
戦

　
　

 

＊
団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
６
人
と
し
、
同
じ
行

政
区
に
住
む
人
で
構
成
す
る
こ
と

　

申 

込
み　

４
月
22
日
（
土
）
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
９
２
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

 　

団
体
戦
の
参
加
希
望
者
は
、
メ
ン
バ
ー
表

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
団
体
戦
に

申
し
込
ん
だ
人
は
、
個
人
戦
に
も
申
し
込
ん 

だ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
個
人
戦
へ
の
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

 　

個
人
戦
の
み
の
参
加
希
望
者
は
、
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幸
田
の
歴
史
と
文
化
財
め
ぐ
り

　

と
き　

５
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

　
　

受
付
は
８
時
50
分
～

　

集
合
場
所　

鷲
田
公
民
館

　

内
容　

高
力
・
鷲
田
・
岩
堀
地
区（
高
力
神
明
宮
、

　
　

鷲
田
神
明
宮
な
ど
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　
　

 

学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
行
い
な
が
ら
地
区
の

史
跡
を
め
ぐ
り
ま
す
。

　

定
員　

30
人 

＊
応
募
者
多
数
時
は
抽
選

　

参
加
費　

無
料

　

申
込
み　

４
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
、
生
涯
学

　
　

 

習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
９
５
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
ス
ク
ー
ル
生
募
集
！

　
　

学
び
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま

　

せ
ん
。
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦

　

や
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
心

　

豊
か
に
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

　

活
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

　

と
き　

５
月
～
11
月
の
間
で
全
６
回

　
　

＊
第
１
回
は
５
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
～

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ほ
か

　

内 

容　

第
１
回
は
入
学
式
お
よ
び
講
演
、
２
回 

目
以
降
で
は
、
も
の
づ
く
り
体
験
や
町
外
バ

ス
研
修
な
ど
、
毎
回
違
っ
た
内
容
で
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
象　

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

　

定
員　

75
人 

＊
応
募
者
多
数
時
は
抽
選

　

受
講
料　

５
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

　
　

＊
材
料
費
な
ど
は
別
途
負
担

　

申 

込
み　

４
月
19
日
（
水
）
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
９
７
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座 

「
墓
の
考
古
学
ー
古
墳
時
代
の 

 

西
三
河
ー
」

　

 　

三
河
東
西
の
文
化
と
地
域
性
を
古
墳
の
研
究

成
果
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

と
き　

６
月
３
日
、
17
日
、
７
月
１
日  

す
べ
て

　
　

土
曜
日　

全
３
回   

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ほ
か

　

主
な
内
容

　
　

第
１
回　

東
三
河
の
古
墳 

　
　

岩い
わ

原は
ら 

剛ご
う

氏
（
豊
橋
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
　

第
２
回　

西
三
河
の
古
墳　

　
　

山や
ま

口ぐ
ち 

遙よ
う

介す
け

氏
（
岡
崎
市
教
育
委
員
会
）

　
　

第
３
回　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク　

　
　

生
涯
学
習
課
職
員

　

対
象　

ど
な
た
で
も

　

定
員　

50
人 

＊
応
募
者
多
数
時
は
抽
選

　

受
講
料　

５
０
０
円

　

申 

込
み　

４
月
15
日
（
土)

～
５
月
19
日
（
金
）

に
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ(

内
線

１
９
５)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

戦
国
武
将
に
な
り
き
ろ
う
！

　

と
き　

５
月
５
日
（
金
・
祝
）
午
前
10
時
～

　
　

午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

　

と
こ
ろ　

郷
土
資
料
館 

展
示
室

　

内
容　

親
子
で
武
者
よ
ろ
い
の
試
着
会

　

申
込
み　

当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　
　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
１
９
５
）、

　
　

郷
土
資
料
館

　
　

☎
62
ー
６
６
８
２

幸
田
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

 　

幸
田
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
工
作
や
科
学
を
教
え
て
い
た
だ
け
る

指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
人
、
企
業
な
ど
で
研
究
開
発

を
さ
れ
て
い
る
人
、
工
作
が
得
意
な
人
な
ど
、

現
役
・
Ｏ
Ｂ
は
問
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
創
造

力
を
育
み
た
い
と
お
考
え
の
人
は
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

応 

募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
で
、
工
作
や
科
学

を
教
え
る
意
欲
を
お
持
ち
の
人

　

内
容　

　
　

①
毎
年
１
回
程
度
の
活
動
内
容
の
考
案
と
指
導

　
　

②
活
動
時
の
最
低
限
必
要
な
準
備

　
　

③
ほ
か
の
指
導
員
が
指
導
す
る
時
の
補
佐

　

指
導
対
象　

小
学
４
～
６
年
生

　

活
動
日　

毎
月
１
回
程
度

　
　

土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
（
年
４
回
程
度
の
指
導
・
補
佐
）

　

開
催
場
所　

中
央
公
民
館
、

　
　

愛
知
工
科
大
学
ほ
か

　

申
込
み　

幸
田
町

　
　

少
年
少
女
発
明

　
　

ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
（
企
業
立
地
課
内
、

　
　

内
線
３
４
１
）

普
通
救
命
定
期
講
習
Ⅰ
を 
開
催
し
ま
す　

　

と
き　

４
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ　

消
防
署 

２
階
講
堂

　

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　

参
加
費　

無
料

　

そ 

の
ほ
か　

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
消
防
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ　

消
防
署
救
急
担
当

　
　

☎
63
ー
０
１
１
９

古文書講座に参加しませんか

と　き　５月～ 12月の土曜日　各12回
　　　　①古文書入門コース 
　　　　　午後１時30分～３時
　　　　②古文書ステップアップコース　
　　　　　午後３時15分～４時45分
ところ　中央公民館
対　象　町内在住、または在勤で古文書を読めるようになりたい人
定　員　各15人 ＊応募者多数時は抽選
講　師　長

なが

屋
や

隆
たか

幸
ゆき

氏（名城大学）、　
　　　　高

たか

橋
はし

  賢
まさる

氏（愛知大学総合郷土研究所）
受講料　各1,000円
問合せ　生涯学習課生涯学習グループ（内線195）

回 日にち 講師
１ ５月27日 長屋
２ ６月10日 長屋
３ ６月24日 高橋
４ ７月15日 高橋
５ ７月22日 長屋
６ ８月26日 長屋
７ ９月２日 高橋
８ ９月16日 高橋
９ 10月14日 長屋
10 10月21日 高橋
11 11月４日 高橋
12 12月９日 長屋

講
習

催
し

募
集
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高
齢
者
福
祉
計
画
等
推
進
委
員

を
募
集
（
一
般
公
募
）
し
ま
す

　

 　

高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
）
の

策
定
に
向
け
、
町
民
の
立
場
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
委
員
を
公
募
で
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

対 

象　

町
内
在
住
で
平
成
29
年
度
は
６
回
程

度
、
平
成
30
年
度
は
２
回
程
度
の
会
議
に
出

ら
れ
る
人

　

募
集
人
数　

①
40
～
64
歳 

１
人

　
　

②
65
歳
以
上 

１
人

　

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

　

申
込
み　

４
月
17
日
（
月
）
～
５
月
19
日
（
金
）

　
　

 

に
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
１
５
４
）

脳
の
健
康
教
室 

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
　

脳
の
健
康
教
室
と
は
、

　

簡
単
な
読
み
書
き
・
計
算

　

を
続
け
て
行
う
こ
と
で
、

　

脳
の
活
性
化
を
図
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
脳

　

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
教
室
で
す
。
教
室
で
参
加

　

者
と
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

　

が
ら
簡
単
な
読
み
書
き
、
計
算
の
お
手
伝
い
を

　

し
て
い
た
だ
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
」

　

を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
期
間　

６
月
～
10
月
の
毎
週
火
曜
日　

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
（
準
備
、
片
づ
け
な
ど
の
時
間
を
含
む
）

　

活
動
場
所　

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　

研
修
会　

５
月
30
日
（
火
）
９
時
30
分
～
正
午

　

申 

込
み　

５
月
２
日
（
火
）
ま
で
に
、
福
祉
課

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
５
６
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集

お
知
ら
せ

　

そ 

の
ほ
か　

公
共
施
設
な
ど
の
緑
化
環
境
の
向

上
の
た
め
の
募
金
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
２
６
４
）

幸
田
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置

　

 　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
認
知
症
や

障
が
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
人
に
対
し
、
相
談
支
援
な
ど
の
充
実
を

目
的
に
「
幸
田
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
幸
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

開 

設
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

問
合
せ　

幸
田
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
幸
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

　
　

☎
62
ー
７
１
７
１

幸
田
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念 

成
年
後
見
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を 

開
催
し
ま
す

　

と
き　

５
月
13
日
（
土
）
午
前
10
～
正
午

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル

　

内 

容　

成
年
後
見
制
度
と
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る
基
調

講
演
と
関
係
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

緑
化
木
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す

　
　

緑
化
に
対
す
る

　

理
解
を
深
め
、
明

　

る
い
ま
ち
づ
く
り

　

を
推
進
す
る
た
め

　

4
月
1
日
～
5
月
31

　

日
の
間
、県
下
一
斉
に 
「
春
の
緑
化
推
進
運
動
」

　

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
苗

　

木
の
配
布
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

と
き　

4
月
21
日
（
金
）
午
前
9
時
～

　

と
こ
ろ　

幸
田
町
役
場 

玄
関
前

　

配
布
樹
種　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー (

予
定)

　
　

＊
先
着
３
０
０
人

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

福祉タクシー利用券が交付されます
一定の障がいがある人へタクシー利用助成券が交付されますので、申請してください。

対　象　　　　　町内在住で下記の手帳をお持ちの人
手帳の種類 対象基準

      身体障害者手帳                  １級から３級
      療育手帳                        Ａ判定またはＢ判定
      精神障害者保健福祉手帳          １級または２級
＊自動車税または軽自動車税の減免を受けている人は対象となりません。

助成額　　　　　年額35,000 円分まで（ 500 円券・200 円券　各50 枚）
　　　　　　　　＊５月以降に申請される人は、定められた枚数分減らして交付されます。
申請に必要な物　対象となる障害者手帳・印鑑
申請場所　　　　福祉課 福祉グループ
問合せ　　　　　障害者地域活動支援センター ☎63－2941

気
を
抱
え
る
人
の
集
ま
り
の
場
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
（
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
な

ど
）
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
日
々
の
生
活

の
こ
と
、
悩
み
な
ど
を
話
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

や
工
作
な
ど
を
行
い
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し

ま
す
。
第
３
火
曜
日
に
は
、
理
学
療
法
士
に

よ
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

　

対�

象　

町
内
在
住
で
心
の
病
（
う
つ
病
、
統
合

失
調
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
）
が
あ
る
人

　

参
加
費　

無
料

　

そ�

の
ほ
か　

 

予
約
は
不
要
で
す
。
つ
ど
い
の

家
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
５
１
）

手
話
通
訳
者
を
設
置
し
ま
す

　

�　

聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
役
場

窓
口
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
と
し

て
、
４
月
１
日
か
ら
手
話
通
訳
者
の
設
置
を
行

い
ま
す
。
役
場
窓
口
で
の
相
談
や
手
続
き
の
際

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

設�

置
日
時　

役
場
開
庁
日
の
午
前
９
時
～
午
後

３
時
（
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

　

設
置
窓
口　

役
場
１
階 

福
祉
課 

５
番
窓
口

　

利�

用
方
法　

直
接
設
置
窓
口
ま
で
お
越
し
い
た

だ
く
か
、
各
課
窓
口
で
手
話

　
　

通
訳
者
の
希
望
を
職
員
に
お

　
　

伝
え
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
１
５
３
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
56
ー
６
２
１
８

い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
や
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
を
知
り
た
い
人
は
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費　

無
料

　

申�

込
み　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

問
合
せ　

幸
田
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
幸
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

☎
62
ー
７
１
７
１

心
の
病
気
を
抱
え
る
人
の 

家
族
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

と
き　

４
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

と
こ
ろ　

つ
ど
い
の
家
１
階　

図
書
室

　

内�

容　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
参
加
者
が
複
数
の
場
合
は
、
ご
家
族

同
士
の
交
流
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費　

無
料

　

そ
の
ほ
か　

毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み　

不
要

　

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
５
１
）

心
の
病
気
を
抱
え
る
人
の 

「
憩
い
の
場
」

　

と
き　

４
月
～
平
成
30
年
３
月
の
毎
週
火
曜
日

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

と
こ
ろ　

つ
ど
い
の
家 

１
階
図
書
室

　

内�

容　

う
つ
病
、
統
合
失
調
症
な
ど
、
心
の
病
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健康づくり・介護予防を応援する「げんきかい」が始まります
　介護予防が大切なことも、運動が大切なことも知っている。「でも、私は何をすればいいんだろう？」
そんなあなた！地域の仲間と健康づくりに取り組みませんか？
と　き　５月～平成30年３月　各会場月１回   午前10時～ 11時30分
内　容　体力チェック・家庭でできる体操・認知症予防のための頭の体操など
対　象　概ね60歳以上の人
申込み・問合せ　幸田町地域包括支援センター（☎62－7331）へお申し込みください。
　　　　　　　　送迎バスもあります。

お住まいの学区 開催日 会場
  坂崎学区（長嶺・久保田・坂崎） ５月15日（月）    坂崎公民館
  幸田学区（大草・鷲田・高力・新田） ５月25日（木）    大草老人憩の家
  中央学区（岩堀・横落） ５月18日（木）    幸田町中央公民館
  荻谷学区（荻・芦谷・幸田・桜坂） ５月11日（木）    芦谷公民館
  深溝学区（里・市場・海谷・逆川） ５月22日（月）    市場公民館
  豊坂学区（野場・永野・須美・六栗・上六栗・桐山） ５月29日（月）    高齢者ふれあいプラザ

５月の開催日および会場

お
知
ら
せ

65
歳
到
達
者
の
介
護
保
険 

被
保
険
者
証
交
付
説
明
会

　

と
き　

４
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時

　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー 

２
階
視
聴
覚
室

　

対 

象　

昭
和
27
年
５
月
２
日
～
６
月
１
日
生
ま

れ
の
人

　

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
介
護
保
険
料
の
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
預
金
通
帳
と
届
出

印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
１
５
４
）

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

　

 　

認
知
症
の
人
や

　

そ
の
ご
家
族
、
地

　

域
の
人
ど
な
た
で

　

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が

　

ら
、
お
話
し
し
ま

　

せ
ん
か
。
介
護
に

　

関
す
る
相
談
も
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

と 

き　

①
４
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

②
４
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

　

と 

こ
ろ　

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
り
姫
（
幸
田

町
大
字
大
草
字
山
添
15
）

　
　

 

②
メ
リ
ー
ホ
ー
ム
幸
田
（
幸
田
町
大
字
深
溝

字
皿
入
１
番
地
１
）

　

対 

象　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

お
よ
び
専
門
職

　

参
加
費　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

　

そ 

の
ほ
か　

入
退
場
は
自
由
、
事
前
申
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ　

幸
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
ー
７
３
３
１

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
を 

開
催
し
ま
す

　
　

介
護
、
認
知
症
に

　

関
す
る
知
識
を
学
び

　

ま
す
。
ま
た
、
先
輩

　
 

介
護
者
の
経
験
談
を
聞
い
た
り
、
今
ま
で
な
か

な
か
話
せ
な
か
っ
た
介
護
の
悩
み
を
話
し
た

り
、
家
族
同
士
交
流
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

と
き　

４
月
～
平
成
30
年
３
月
の
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

と 

こ
ろ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
幸
田
町

社
会
福
祉
協
議
会
）

　

対 

象　

町
内
在
住
の
、
認
知
症
の
人
の
ご
家
族

お
よ
び
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
人
の
ご
家
族

　

申 

込
み　

幸
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

幸
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
ー
７
３
３
１

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

お
い
て
次
の
項
目
を
重
点
と
し
た
運
動
を
展
開

し
、
犯
罪
の
抑
止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

期
間　

4
月
1
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

　

運
動
の
重
点

　
　

①
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

　
　
（
年
間
取
組
事
項
）

　
　

②
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
　

③
自
動
車
盗
の
防
止

　
　

④
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

問
合
せ　

防
災
安
全
課
安
全
対
策
グ
ル
ー
プ　

  

　
　
（
内
線
３
７
２
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を 

実
施
し
ま
す

　
　

新
年
度
を
迎
え
、

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド

　

セ
ル
を
背
に
元
気

　

な
姿
で
登
校
す
る

　

子
ど
も
や
新
社
会

　

人
と
な
っ
た
若
者

　

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

　

姿
を
た
く
さ
ん
見

　

�

か
け
、
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
同
時
に
、
不

慣
れ
な
交
通
環
境
で
通
学
・
通
勤
が
始
ま
り
、

交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
気
候
も
よ
く
な
り
、
行
楽
な
ど
で
自

動
車
や
自
転
車
を
使
っ
た
り
、
高
齢
者
が
外
出

す
る
機
会
が
増
え
た
り
し
て
、
交
通
事
故
の
危

愛
知
県
警
察
官
募
集

　

試
験
の
種
類

　

・
警
察
官
（
Ａ
）
第
１
回
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

・
警
察
官
（
Ｂ
）
第
１
回
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

　
　

＊�
岡
崎
警
察
署
（
交
番
・
駐
在
所
）
で
申
込

書
を
配
布
中
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

込
み
も
可

　

第
１
次
試
験
日　

５
月
14
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験
日　

６
月
３
日（
土
）～
21
日（
水
）

　

合
格
発
表
日　

８
月
10
日
（
木
）

　

問
合
せ　

岡
崎
警
察
署
☎
58
ー
０
１
１
０

　
　

愛
知
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
２
ー
９
６
１
ー
１
４
７
９

　
　

愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/police/

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
運
動

を
実
施
し
ま
す

　

�　

４
月
は
新
入
学
、
新
入
社
な
ど
多
く
の
人
の

生
活
環
境
が
変
わ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
環
境
の
変
化
は
身
近
な
こ
と
が
疎
か
に
な

り
、犯
罪
被
害
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

�　

新
し
い
生
活
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め

に
も
犯
罪
被
害
に
は
遭
い
た
く
な
い
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
常
日
ご
ろ
か
ら
高
い
防
犯

意
識
を
も
ち
、
身
近
な
対
策
を
1
つ
ず
つ
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

�　

町
で
は
、
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
に

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
歓
送
迎
会
や
花

見
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
飲
酒
の
機
会
も
増
え

る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

�　

そ
こ
で
、
次
の
取
組
重
点
に
沿
っ
た
春
の
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を

図
り
ま
す
。

　

期
間　

4
月
6
日
（
木
）
～
15
日
（
土
）

　

運�

動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止（
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
を
含
む
）

　

取
組
重
点

　
　

�

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う

　
　

�

②
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
よ
う

　
　

③
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

　

問
合
せ　

防
災
安
全
課
安
全
対
策
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
３
７
２
）

自
衛
隊
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

�　

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
で
は
、大
卒
者
な
ど（
卒

業
し
て
い
な
い
人
も
可
）
を
対
象
に
平
成
29
年

５
月
に
採
用
試
験
実
施
予
定
の
「
一
般
幹
部
候

補
生
」に
関
す
る
説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

と
き　

４
月
の
毎
週
木
曜
日 

午
後
１
時
～
６
時

　

と
こ
ろ　

自
衛
隊 

岡
崎
出
張
所

　

問
合
せ　

自
衛
隊 

岡
崎
出
張
所

　
　

☎
58
ー
０
０
９
５
（
平
日
の
午
前
10
時
～

　
　

午
後
６
時
30
分
）
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緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信

を
開
始   

　

 　

社
会
全
体
で
常
に
洪
水
に
備
え
る
「
水
防
災

意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
め
ざ
し
て
、
矢
作
川

沿
川
地
域
の
８
市
１
町
、
愛
知
県
、
名
古
屋
地

方
気
象
台
、
国
土
交
通
省
豊
橋
河
川
事
務
所
、

矢
作
ダ
ム
管
理
所
が
連
携
・
協
力
し
て
ハ
ー
ド

対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
、
計
画
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、
豊
橋
河
川
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
矢
作
川
水
防
災
協
議
会
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

 　

今
回
こ
の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
大
規
模
な

洪
水
が
矢
作
川
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
浸
水

す
る
危
険
性
の
高
い
地
域
の
皆
さ
ま
の
携
帯
電

話
に
対
し
て
洪
水
情
報
（
指
定
河
川
洪
水
予
報

の
氾
濫
危
険
情
報
お
よ
び
氾
濫
発
生
情
報
の
発

表
を
契
機
と
し
て
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
避

難
を
促
す
た
め
に
配
信
す
る
情
報
）
の
プ
ッ

シ
ュ
型
配
信
（
受
信
側
が
要
求
し
な
く
て
も
発

信
者
側
か
ら
情
報
が
配
信
さ
れ
る
仕
組
み
）
を

幸
田
町
全
域
で
開
始
し
ま
す
。

　

配
信
開
始
日　

５
月
１
日
（
月
）

　

配 

信
す
る
情
報　

矢
作
川
に
お
い
て
、
河
川
氾

濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
（
氾
濫
危
険
水
位
を
越

え
た
）
情
報
お
よ
び
河
川
氾
濫
が
発
生
し
た

情
報

　

留 

意
事
項　

携
帯
電
話
な
ど
の
基
地
局
の
関
係

に
よ
り
、
配
信
エ
リ
ア
近
郊
の
人
に
も
届
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
携
帯
電
話
な
ど

の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
圏
外
、

　
　

電
波
状
況
の
悪
い
場
所

　
　

機
内
モ
ー
ド
時
、
通
話

　
　

中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中

　
　

の
場
合
は
受
信
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

　
　

た
、
ご
利
用
の
機
種
に

　
　

 

よ
り
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ　

国
土
交
通
省
豊
橋
河
川
事
務
所
調
査
課

　
　

☎
０
５
３
２
ー
48
ー
８
１
０
７

　
　

土
木
課
用
地
調
整
グ
ル
ー
プ
（
内
線
２
３
４
）

幸
田
町
奨
学
金
支
給
制
度
の 

ご
案
内

　
 　

高
等
学
校
や
専
修

　

学
校
な
ど
に
在
学
し

　

て
い
る
人
で
、
経
済

　

的
理
由
に
よ
り
修
学

　

が
困
難
な
人
に
奨
学

　

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

支 

給
対
象　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

　
　

 

①
保
護
者
が
町
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る

　
　

②
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る

　
　

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

　
　

④
修
学
の
意
思
が
強
固
で
心
身
と
も
に
健
全

　
　

⑤
ほ
か
の
団
体
か
ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

幸田町教育委員会 新教育長に小
お

野
の

伸
の ぶ

之
ゆ き

氏が就任

　この度、教育長に再任されました。引き続きの職務となりますが、今回は新制度での教
育長です。心新たに取り組んでまいります。
　幸田町の子どもたちが健やかに成長していくため、町民の皆さまが生涯にわたって学び
続けられるため、文化、スポーツの振興のための環境作りを、教育委員と協議しながら
推進します。特に、いじめの根絶、不登校の解消、発達障害を含めた障がいのある子ども
たちの健やかな成長を願って、関係の皆さまと共に知恵と汗を出して取り組みます。また、
何気ない日常を大切にし、子どもたちが将来に夢を抱き、どの子の瞳も輝き続けるような
取り組みを、学校関係者、地域の皆さまと協同して推進していきます。これまで通り、ご
理解とご協力をいただきますよう、お願いいたします。
問合せ　学校教育課庶務グループ（内線422）

　３月２日に開催された町議会３月定例会で教育長の任命について同意が得られ、就任することになりました。
　平成27年４月１日の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により、教育長は従来の教育委員会
委員長と教育長の役割を一本化した新たな職となり、議会の同意を得て町長が任命する常勤の特別職となります。
　今回同意されました小野伸之氏の任期は、平成29年４月１日～平成32年３月31日までとなります。

教育長就任のあいさつ

小野 伸之氏

お
知
ら
せ
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

●
幸
田
町
消
費
生
活
相
談

　

と
き　

毎
週
火
曜
日（
年
末
年
始
な
ど
は
除
く
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

　
　

＊
受
付
は
３
時
30
分
ご
ろ
ま
で

　

と�

こ
ろ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
幸
田
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
）
相
談
室

　

相�

談
方
法　

直
接
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
く
か

電
話
（
☎
１
８
８
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

企
画
政
策
課
政
策
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
３
３
１
）

西
三
河
都
市
計
画
下
水
道
事
業

の
変
更

　

�　

西
三
河
都
市
計
画
下
水
道
事
業
（
矢
作
川
処

理
区
）
お
よ
び
（
南
部
処
理
分
区
）
が
平
成
29

年
２
月
24
日
付
け
で
変
更
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
役
場
２
階
下
水
道
課
で
関
係
図
書

を
確
認
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ　

下
水
道
課
工
務
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
２
４
３
）

公
共
下
水
道
処
理
開
始
区
域 

拡
大
の
お
知
ら
せ

　

�　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
幸
田
町
大
字
六
栗

字
竹
ノ
下
の
一
部
を
処
理
開
始
し
ま
す
。

　

問
合
せ　

下
水
道
課
管
理
グ
ル
ー
プ

　
　
（
内
線
２
４
１
）

　

奨
学
金
の
額　

１
人
月
額
5
０
０
０
円

　
　

�

＊
４
月
～
９
月
分
を
８
月
に
、
10
月
～
翌
年

３
月
分
を
10
月
に
支
給
し
ま
す
。
特
別
な
事

情
が
な
い
限
り
返
還
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

必�

要
書
類　

奨
学
金
支
給
申
請
書
、
在
学
学
校

長
の
推
薦
書
、
家
庭
状
況
調
査
書

　

申�
込
み　

申
請
書
（
学
校
教
育
課
で
配
布
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
５
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
学
校
教
育
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
生
活
状
況
の
急
変
な
ど

に
よ
り
修
学
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
都
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

学
校
教
育
課
庶
務
グ
ル
ー
プ 

　
　
（
内
線
４
２
２
）

幸
田
町
消
費
生
活
相
談
を 

毎
週
火
曜
日
に
開
催
し
ま
す
！

　

�　

幸
田
町
消
費
生
活
相
談
は
、
架
空
請
求
、
訪

問
販
売
に
対
す
る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
通
信
販

売
な
ど
に
よ
り
消
費
者
が
不
安
を
感
じ
た
場
合

に
気
軽
に
無
料
で
相
談
で
き
る
相
談
室
で
す
。

専
門
の
資
格
を
有
す
る
相
談
員
が
対
処
方
法
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
で
の

相
談
は
月
に
２
回
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
毎

週
火
曜
日
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
以
外
の
日
に
つ
い
て
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
☎
１
８
８
）
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
、

西
三
河
消
費
生
活
相
談
室
ま
た
は
愛
知
県
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
相
談
を
す
る

ケーブルテレビ『幸せのめぐみ』紹介レシピ
　町内生産者の皆さんが、大切に作っている農産物を使った料理をこうた食生活改善ボランティアが紹介します。

いちごジュース
材料

問合せ　健康課 母子保健グループ（内線 184）

作り方
　①　いちごは、さっと洗いヘタをとる。レモンは薄切りにする。
　②　鍋に①のいちごと水と①のレモンを加え、いちごから水分が出るまで弱火で加熱する。
　③　②をこして鍋に入れ、グラニュー糖を加えて再び加熱する。アクを取りながら、砂糖が溶けるまで煮る。
　　　水や炭酸水で割ってジュースでいただきます。

いちご　　　　　500ｇ
レモン　　　　　1個
グラニュー糖　　300ｇ
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障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座 

(
在
職
者
訓
練)

受
講
者
募
集

　

訓
練
コ
ー
ス

　

①
エ
ク
セ
ル
基
礎

　
　

５
月
20
日
（
土
）・
27
日
（
土
）
の
２
日
間

　

②
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎

　
　

６
月
10
日
（
土
） ・
17
日
（
土
）
の
２
日
間

　

③
エ
ク
セ
ル
応
用

　
　

６
月
24
日
（
土
） ・
７
月
１
日
（
土
）
の
２
日
間

　

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校  

　

対 

象　

主
に
在
職
中
の
障
が
い
者
で
、
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

　

定
員　

各
コ
ー
ス
10
人 

＊
応
募
者
多
数
時
は
抽
選

　

受
講
料　

無
料

　

応 

募
方
法　

訓
練
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
障
が
い
の
程
度
、

勤
務
先
名
、
所
在
地
、
従
業
員
数
、
業
種
、

担
当
職
種
を
記
入
し
て
メ
ー
ル･

手
紙
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
愛
知

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

申
込
期
限

　
　

①
５
月
12
日
（
金
） 

、
②
６
月
２
日
（
金
）

　
　

③
６
月
16
日(

金)  

＊
い
ず
れ
も
必
着

　

申
込
み･

問
合
せ

　
　

 

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
〒
４
４
１

　
　

ー
１
２
３
１ 

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
ー
14
）

　
　

☎
０
５
３
３
ー
93
ー
２
１
０
２

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
３
３
ー
93
ー
６
５
５
４

　
　

メ
ー
ル
：noryokukaihatsuko@

pref.  

　
　

aichi.lg.jp

健
康
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

と
き　

４
月
16
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

と
こ
ろ　

岡
崎
市
医
師
会 

公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
（
岡
崎
市
竜
美
西
１
丁
目
９
番
地
１
）

　
　

４
階 

研
修
室
３

　

テ 

ー
マ　
「
働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
～

う
つ
の
理
解
と
対
応
～
」

　

講
師　

愛
知
淑
徳
大
学
心
理
学
部
教
授 

　
　

古ふ
る

井い  

景
ひ
か
り

氏

　

座
長　

な
ら
い
心
療
内
科
院
長 

竹た
け

内う
ち  

敏と
し

行ゆ
き

氏

　

問
合
せ　

一
般
社
団
法
人 

岡
崎
市
医
師
会

　
　

☎
52
ー
１
５
７
１

日
常
英
会
話
教
室(

初
級)

　

 　

簡
単
な
あ
い
さ
つ
か
ら
自
己
紹
介
や
海
外
旅

行
の
基
本
会
話
な
ど
初
級
の
英
語
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

　

と
き　

５
月
11
日
、
25
日
、
６
月
８
日
、
22
日
、

　
　

７
月
６
日
、20
日  

す
べ
て
木
曜
日（
全
６
回
）

　
　

午
後
７
時
～
９
時

　

と
こ
ろ　

岡
崎
市
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー 
２
階

　
　

第
２
研
修
室

　

対
象　

ど
な
た
で
も

　

定
員　

20 

人  

＊
先
着
順

　

講
師　

近こ
ん

藤ど
う　

馨
か
お
る

氏
（
元
教
諭
）　

　

教
材
費　

５
０
０
円
程
度（
初
回
に
集
め
ま
す
）

　

持
ち
物　

筆
記
道
具

　

申
込
み　

４
月
７
日
（
金
）
か
ら
受
付
開
始
。

　
　

 

公
益
財
団
法
人
岡
崎
幸
田
勤
労
者
共
済
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

 

公
益
財
団
法
人
岡
崎
幸
田
勤
労
者

　
　

共
済
会 

☎
54
ー
８
４
９
５

知
立
ま
つ
り
【
知
立
市
】

　

 　

知
立
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
「
知
立
ま
つ
り
」

は
、
初
夏
を
飾
る
一
大
風
物
詩
で
、
１
年
お
き

に
本
祭
り
と
間
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

 　

祭
り
の
歴
史
は

　

古
く
、
江
戸
時
代

　

か
ら
続
い
て
お
り
、

　

間
祭
り
と
な
る
今

　

年
は
、
５
つ
の
町

　

 

か
ら
勇
壮
華
麗
な
５
台
の
花
車
が
繰
り
出
さ

れ
、
知
立
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

と
き　

５
月
２
日
（
火
）・
３
日
（
水
・
祝)

　

と 

こ
ろ　

知
立
神
社
（
名
鉄
知
立
駅
下
車

　
　

徒
歩
15
分
）
お
よ
び
周
辺
道
路

　

問
合
せ　

知
立
市
観
光
協
会
（
知
立
市
役
所

　
　

経
済
課
内 

☎
０
５
６
６
ー
83
ー
１
１
１
１
）

お
知
ら
せ
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

国民年金保険料 学生納付特例のご案内
大学などに在学中の人は納付を猶予できます
　学生本人の前年所得が一定額以下の場合、在学期間中の国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」
があります。この制度を利用すると、４月から翌年３月までの保険料の支払いが猶予され、10年以内であれば後
払い（追納）できます（納付猶予の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に一定
の金額が加算されます）。この制度の適用を受けるには、申請が必要です。

学生納付特例の申請対象期間と審査所得の関係（平成29年4月時点）

区分 申請の対象となる期間 審査の対象となる所得

平成26年度分     平成27年３月分 平成25年中所得

平成27年度分     平成27年４月～ 28年３月分 平成26年中所得

平成28年度分     平成28年４月～ 29年３月分 平成27年中所得

平成29年度分     平成29年４月～ 30年３月分 平成28年中所得

申請時の注意点
　①年度ごとに申請書の提出が必要です。
　　１枚の申請書で申請できるのは１年度分です。
　②過去の所得で審査します。
　　申請する年度に対応する前年所得（上の表のとおり）に基づき審査されます。
　③平成29年4月以降、速やかに申請してください。
　　過去の保険料の納付猶予は、申請が遅れると次のとおり対象となる期間が短くなります。
　　＊平成29年４月中に申請　⇒　平成27年３月分以降が対象
　　＊平成29年５月中に申請　⇒　平成27年４月分以降が対象
　④持ち物
　　学生証、認印、年金手帳

平成29年度の国民年金保険料は月額16,490円です

問合せ　保険医療課 国保年金グループ（内線143）、岡崎年金事務所国民年金課 ☎23－2515

愛知県後期高齢者医療制度 協定保養所利用助成のご案内
　被保険者皆さんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保養所に宿泊する場合、１人１泊につき1,000円を助成
します（４月１日～翌年３月31日の１年間で、全保養所合わせて４泊まで助成します）。

場所 協定保養所名 電話番号
蒲郡市    サンヒルズ三河湾 0533 － 68 － 4696
豊田市    豊田市 百年草 0565 － 62 － 0100
犬山市    レイクサイド入鹿 0568 － 67 － 3811
桑名市    名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 0594 － 42 － 3330
東浦町    あいち健康の森プラザホテル 0562 － 82 － 0211
田原市    シーサイド伊良湖 0531 － 35 － 1151

問合せ　愛知県後期高齢者医療広域連合給付課 ☎ 052 － 955 － 1205

利用方法　�　利用される人は、申込時に協定保養所へ「愛知県後期高齢者医療の被保険者」であることを伝え、宿
泊当日、協定保養所の窓口で後期高齢者医療の保険証と利用カード（初回利用時に協定保養所から交付）
を提示してください。精算時に利用料金から１人１泊につき1,000円が控除されます。
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毎月の相談 ●無料法律相談（予約制）

と　き　毎月第２木曜日　午後１時～４時
ところ　役場３階301会議室
問合せ　住民課住民窓口Ｇ（内線122）

●心配ごとお気軽相談（電話相談可）
と　き　毎週水曜日　午前９時～正午
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　福祉課福祉Ｇ（内線151）

●母子家庭相談（電話相談可）
と　き　毎月第４木曜日
　午前10時～午後４時
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　福祉課福祉Ｇ（内線151）

●子育て相談（訪問相談可）
と　き
　月～金曜日　午前８時30分～午後５時
　土曜日　　　午前８時30分～正午
　　　　　　　（電話相談のみ）
ところ・問合せ　上六栗子育て支援センター
　☎62 ー 8333

●こどもの相談
と　き　毎月第２水曜日
　午前10時～午後４時
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　福祉課福祉Ｇ（内線151）

●教育相談
と　き　毎週火～金曜日
　午前10時～午後６時
ところ　中央公民館教育相談室
問合せ　TEL・FAX63－1188
Ｅメール　soudan@sk2.aitai.ne.jp

●高齢者の相談（訪問相談可）
と　き　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後５時15分
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　幸田町地域包括支援センター
　☎62 ー 7331

●認知症介護電話相談
と　き　月～金曜日（祝日除く）
　午前10時～午後４時
と ころ　公益社団法人　認知症の人と家

族の会・愛知県支部
問合せ　☎0562－31－1911

●身体障がい者･知的障がい者更生相談
と　き　身体障がい者　毎月第１・３木曜日
　知的障がい者　毎月第２・４木曜日
　ともに午前10時～正午
ところ・問合せ　つどいの家
　☎63 ー 2941

●身体・知的・精神障害者相談
と　き　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後５時15分
ところ　つどいの家１階相談室
相談員　社会福祉法人　愛恵協会職員
そ のほか　ご家庭への訪問相談も行って

います。（要予約）
問合せ　福祉課福祉Ｇ（内線151）
　愛恵協会　生活支援センターこうた
　☎63 ー 1755

●精神保健福祉（心の病、心の健康）　 
　相談
と　き　月１回開催（要電話予約）
ところ・問合せ　西尾保健所健康支援課
　☎0563－56 ー 5241

●子どもの権利擁護委員会
と　き　毎週月曜日～金曜日　
　午前８時30分～午後５時15分
問合せ　こども課（内線133）
Ｅメール　kodomo@town.kota.lg.jp

●国税に関する「電話相談センター」
と　き　月～金（祝日、年末年始除く）
　午前８時30分～午後５時
利用方法　①岡崎税務署　☎58－6511へ
　電話　②自動音声→「１」を押す
　　　　③ 自動音声→相談内容の番号を

押す

●行政相談
と　き　毎月第３水曜日　午前９時～正午
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　総務課法規Ｇ（内線361・362）

●人権相談
と　き　毎月第１水曜日　午前９時～正午
ところ　福祉サービスセンター
問合せ　住民課住民窓口Ｇ（内線122）

●消費生活相談
▼幸田町（電話相談可）
と　き　毎週火曜日
　午前10時～午後４時（正午から午後１時を除く）
　＊受付は午後３時30分まで
ところ　福祉サービスセンター
そのほか　専門の相談員が応対します。
問合せ　企画政策課政策Ｇ（内線331）

▼西三河消費生活相談室
と　き　毎週月～金曜日
　午前９時～午後４時30分
ところ・問合せ　西三河消費生活相談室
　☎27 ー 0999

●多重債務相談
と　き　毎週月～金曜日
　午前９時～午後５時15分
ところ・問合せ　西三河消費生活相談室
　☎27 ー 0800

●司法書士法律困りごと相談（予約制）
と　き　毎月第１・第３水曜日
　午後１時～４時
ところ　福祉サービスセンター
　１週間前までの事前予約が必要
問合せ　幸田町社会福祉協議会
　☎62 ー 7171

寄　付  

よってきん！
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寄付ありがとうございます
（敬称略）
幸田町へ
　西尾信用金庫／金500,000円
　三河湾チャリティー 100ｋｍ歩け
　歩け実行委員会／金200,000円
幸田町社会福祉協議会へ
　㈱石原組従業員一同／金1,200円

たけのこまつり開催します！
　春本番になりました。 今年も、地元幸田町の里山から、毎朝採れ
たてで新鮮なたけのこが 豊富に入荷されるようになりました。 地元
産のやわらかくて風味の良いたけのこを、 ぜひとも味わっていただ
きたく、たけのこまつりを開催します。
　ほかにも、野菜、果物などの特売も予定していますので、 ぜひお
越しください。

　たけのこまつり　 ４月15日（土）、16日（日） 
　各日朝９時～（店内のみ８時～） 
★ゆでたけのこの試食★ 
　10時ごろ～ 配布予定 
　＊数量限定、なくなり次第終了

問合せ　道の駅 筆柿の里・幸田 ☎63－5171（伊澤）



申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹
FAX63−5139

堀内　 望瑞
佐野 りつか
首藤 聡之介
山口　 愛奈
小原　 健志
久田　　大
清水　 悠雅
三田 莉美奈
四井　 瑛大
丸山　 翔輝
松ケ⻆ 奈央
本田　 結月
島袋　 愛梨
花木　　澪
館野 莉衣奈
榎本　　雫
石原　 来美
稲川　 夢奈
市川　 莉子
森本　 晃介
神田　 奏亜
志賀 加奈子
市橋 　陽彩
山代　 燈舞
佐久川 玲奈
越山 　絢月
廣野　 康輝
吉田　 翔平
服部　 奨真
大島　 羽留
佐竹　 一眞　 

（のぞみ）

（ときのすけ）

（あんな）

（けんし）

（ひろ）

（ゆうが）

（りみな）

（えいた）

（しょうき）

（なお）

（ゆづき）

（あいり）

（みお）

（りいな）

（しずく）

（くるみ）

（ゆな）

（りこ）

（こうすけ）

（かのあ）

（かなこ）

（ひいろ）

（とうま）

（れな）

（あづき）

（こうき）

（しょうへい）

（しょうま）

（はる）

（かずま）

泰志
司
康聡
逸人
勇志
翔太
春喜
慎晃
利彦
侑一郎
順一
雅也
雄人
優太・圭
和広
裕一
俊二
晃路
友美
征治
拓磨
俊之
春樹
祥平
政彦
誠司
勇志
卓
厚史
隆治
弘行

坂崎
高力
野場
大草
鷲田
市場
里
芦谷
坂崎
岩堀
鷲田
永野
横落
鷲田
芦谷
鷲田
鷲田
岩堀
海谷
鷲田
荻
横落
高力
横落
永野
六栗
六栗
鷲田
鷲田
岩堀
坂崎

加藤 ナミコ
近藤　　均
石川　　東
藤江 ふ　ゑ
鳥居　 信一
野中　 悦羌
村越　　優
狩野 アキ子
星井　 俊雄
田中　 利典
髙橋　 守子
長谷　 敏夫
三浦　 ふみ
内田　　
鳥居　 しず
鈴木　 忠行
小田　 秀雄
中根　 正人
安達　　實
𠮷川　 征輝
柴田　 光雄
齋藤　 一作
都築 ハルエ
山本　 義美

加藤　 雅敏
近藤　 大輔
石川　 　治
藤江　 幸弘
鳥居　　稔
野中　 慎一
村越　 せつ
狩野　 照彦
星井　 幸子
田中　 正子
髙橋　 和志
長谷 寿美夫
三浦　 貴志
内田　　
鳥居　 正章
鈴木　 千代
小田　 秀雄
中根　 正人
安達　　實
𠮷川　 征輝
柴田　 とし
齋藤　 一作
都築　 幸人
山本　 義美

鷲田
野場
鷲田
長嶺
桐山
大草
海谷
岩堀
鷲田
大草
六栗
海谷
六栗
高力
六栗
岩堀
六栗
里
海谷
里
鷲田
六栗
岩堀
岩堀

95
67
95
95
90
81
82
86
65
48
87
86
95
78
92
77
87
84
88
43
86
79
95
89

人口動態【H29.3.1現在】

戸籍異動

総人口　40,606人 （前月比＋25人）
　内　男　20,540人　女　20,066人
世帯数 14,898世帯（前月比＋34世帯）
　2月中の主な異動
出　生　 34人（男 13人 女 21人）
死　亡　 28人（男 16人 女 12人）
転　入　136人（男 75人 女 61人）
転　出　116人（男 64人 女 52人）

－5人）±0戸）

おめでとうございます

※プライバシー保護のため、希望者のみ
　掲載しています。掲載希望の人は、届け
　出時に住民課にお申し出ください。

おくやみ申し上げます
死亡者 年齢 世帯主 区

 2月届出分
（順不同・敬称略）

出生児 保護者 区

※お詫びと訂正
先月の戸籍異動で、齋藤徹平くんを誤って掲載
しました。関係者の皆様にご迷惑をおかけした
ことをお詫びいたします。

伊與田

髙野

菅沼

今村

已

牙

三五予杢

片庁丅

今

ケーブルTV ４月の番組案内

スマイル12チャンネル

　今年度、このコーナーでは、シリーズ：福祉・介護通信と題して、高
齢者見守り・生活支援に関することをお伝えしていきます。

幸田町高齢者見守りネットワーク
　高齢化が進み、認知症のある高齢者も増え、核家族化に伴って孤
独死がたびたびニュースになっています。一人暮らしや認知症に
なっても、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、幸
田町高齢者見守りネットワークを構築しました。
　このネットワークは、住民や各種団体などがさりげない見守りを
することで、高齢者の異変を察知し、事故などを未然に防止するこ
とを目的としています。異変を感じたら、各関係機関へ通報するこ
とで必要な支援に結び付け、命を守る取り組みです。
　例えば、玄関先などに新聞が何日も溜まっている、最近姿を見な
い、などの異変を感じたら、福祉課や幸田町地域包括支援センター

（☎62－7331）や警察署へご連絡をお願いします。

問合せ　福祉課 介護保険グループ（内線155）

シリーズ：介護通信  その１

①『テレビ回覧板ＷＥＥＫＬＹ』(15分)
　幸田町、蒲郡市の地域ニュース。毎週土曜日更新
　（毎日9：00、12：00、15：00、17：00、19：00、22：00放送）

②『町の風景』(10分)
　幸田町、蒲郡市の美しい風景をお届けします。
　４月８日(土) ～ 21日(金)	 １週目 9：15、12：30、19：15放送
		  ２週目 12：15、18：00、22：15放送

③『マイ　Home　Town』(30分)
　「私の町」をテーマにエリア内の情報番組
　４月８日(土) ～ 21日(金)
④『検索・ステキ企業』（15分）
　幸田町、蒲郡市の企業を紹介します。
　４月15日(土) ～ 28日(金)
⑤『幸スポ！！』(15分)
　幸田町のスポーツ団体を紹介します。
　４月22日(土) ～５月５日(金・祝)

③～⑤は 期間中	 １週目 9：30、19：30、22：30放送　
		  ２週目 10：30、15：30、20：00放送　

⑥『店ばな工房』（15分）
　幸田町、蒲郡市にあるお店を紹介します。
　４月15日(土) ～ 28日(金)	 １週目 9：15、12：30、19：15放送
		  ２週目 12：15、18：00、22：15放送

問合せ　三河湾ネットワーク株式会社 ☎0120－794934
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気
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熱
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と
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30
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ひ
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（
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子
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人
）
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パ
パ
、
ま
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は
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の
家
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定
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（
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母
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筆
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具
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だ
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申
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５
月
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（
金
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課
母
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グ
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（
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線
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８
４
）

　
　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５月の保健センター 相談
日/曜 受付時間 備考

母子健康手帳交付

1（月）
8（月）

15（月）
22（月）
29（月）

午前９時45分
～ 10時

時間：午前10時～正午
内容：�母子健康手帳交付説明会、健診受診票交付、妊娠中の

生活の話、個別相談など
持ち物：�妊娠届出書　裏面に記載してある持ち物をご持参ください。
そのほか：�都合の悪い人、外国籍の人は、ご連絡ください。

こ ん に ち は
赤 ち ゃ ん 訪 問 随時

対象：生後４か月未満の赤ちゃんのいる全家庭
内�容：赤ちゃん訪問員（地域の先輩ママ）による、地域の子育て情

報の提供・絵本のプレゼント・心配や困っていることなどの聴取。
（心配事には、あとで保健師などが連絡し、相談に応じます。）

※�事前に電話連絡有（電話番号がわからない場合は、直接伺う場合
もあります）。転入などで赤ちゃん訪問連絡票を出されていない
方は、電話連絡をお願いします。

助産師などによる
新生児等訪問相談 随時（電話予約が必要です）

対象：生後２か月未満の母子
内�容：助産師または保健師の家庭訪問による個別相談・母乳に関する

悩み・授乳・育児・産後の体・生活、母の気持ちなどの相談・指導

母 乳 相 談 18（木） 午前９時30分
～ 11時

対象：生後３か月未満の母子（予約制）
内容：母乳授乳量測定、授乳相談

乳 幼 児 健 康 相 談 10（水） 午前９時30分
～ 11時

対象：乳幼児
内容：保健師・栄養士による、育児、健康相談

成 人 健 康 相 談 25（木） 午前９時30分
～ 11時

健康に関すること全般
（栄養相談も含む）

＊各種相談は、電話でも随時受け付けしています。必要時には、家庭訪問指導も行います。
＊乳幼児健診、歯科健診、予防接種、母乳相談、乳幼児健康相談、離乳食講習会には、必ず母子健康手帳をお持ちください。

（６月～対象）

こうた健康マイレージ

５
　　　　ポイント
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申込み・問合せに関しては、役場および各施設
閉庁日、閉館日がありますのでご注意ください。

幸田町役場　☎62−1111㈹、FAX63−5139

予防接種の種類 接種期間 接種方法
ヒブ予防接種（初回接種）
　平成29年３月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生日前日 ３回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接種回数が変わっ
てきます。詳しくは、接種券と同封してある案内を参考にしてください）

ヒブ予防接種（追加接種）
　�ヒブ初回予防接種を平成28年10月に接種した

人（ただし、１回目を１歳以上で接種した人は除く）

５歳の誕生日前日まで １回接種

小児用肺炎球菌予防接種（初回・追加接種）
　平成29年３月生まれの人

生後２か月～５歳の誕生日前日 ４回接種（ただし、１回目を接種する年齢によって接種回数が変わっ
てきます。詳しくは、接種券と同封してある案内を参考にしてください）

Ｂ型肝炎予防接種
　平成29年３月生まれの人

生後２か月～１歳の誕生日前日 ３回接種

四種混合予防接種（１期初回）
　平成29年２月生まれの人

生後３か月～７歳６か月の前日 20 ～ 56日の間隔で３回接種

四種混合予防接種（１期追加）
　１期初回３回目を平成28年５月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

ＢＣＧ予防接種
　平成28年12月生まれの人

生後５か月～１歳の誕生日前日 １回接種

二種混合第２期予防接種
　平成18年５月生まれの人

11歳の誕生日～ 13歳の誕生日前日 １回接種（接種の際は必ず保護者同伴でお出掛けください）

麻しん及び風しん混合第1期予防接種
　平成28年５月生まれの人

１歳の誕生日～２歳の誕生日前日 １回接種

水痘予防接種
　平成28年５月生まれの人

１歳の誕生日～３歳の誕生日前日 ２回接種

日本脳炎第１期（初回）予防接種
　平成26年５月生まれの人

３歳の誕生日～７歳６か月の前日 ２回接種

日本脳炎第１期（初回）予防接種（１期追加）
　�１期初回２回目を平成28年５月に接種した人

７歳６か月の前日まで １回接種

日本脳炎第２期予防接種
　平成20年５月生まれの人

９歳の誕生日～ 13歳の誕生日前日 １回接種

ロタ予防接種（任意接種）
　平成29年３月生まれの人

１価（ロタリックス）は生後６週～生後24
週。５価（ロタテック）は生後６週～ 32週

４週以上の間隔で、１価（ロタリックス）は２回接
種。５価（ロタテック）は３回接種。

５月の保健センター 行事・健診

対象者には４月下旬に接種券を郵送します。

予防接種を受けましょう
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日/曜 受付時間 備考

誰 で も で き る
健 康 体 操

初心者編
26（金)

午前10時
～ 11時30分 簡単で効果的な歩き方や健康によい姿勢を学びます。

離 乳 食 後 期
講 習 会

（かみかみクラス）
９（火) 午後１時

～１時30分

対象：生後８～ 10か月児の保護者
内容：離乳食の進め方・幼児食について
託児：申込み4/24(月）～ 4/28(金）
　　　定員10人　＊先着順

４ か 月 児 健 診
28年12月26日生

～ 29年１月16日生
25（木）

午後１時～２時
集団の話

１時～１時20分
内容：�身体測定、内科健診、集団の話、個別相談、絵本の読

み聞かせ

１０ か 月 健 診
28年６月20日生

～ 28年７月15日生
30（火）

午後１時～２時
集団の話

１時～１時20分
内容：�身体測定、内科健診、集団の話、個別相談、歯みがき

相談

1歳 ６ か 月 健 診
２日：27年10月２日生

～ 27年10月27日生
23日：27年10月28日生

～ 27年11月13日生

２（火）
23（火）

午後１時～２時
集団の話

１時～１時20分
内容：�身体測定、内科・歯科健診、集団の話、フッ素塗布、

個別相談

2歳 児 歯 科 健 診
（ 27年４月生） 17（水)

午後１時～２時
集団の話

１時～１時20分
内容：�歯科健診、歯みがき指導、集団の話、フッ素塗布、個

別相談

３ 歳 児 健 診
26年３月18日生

～ 26年４月９日生
19（金） 午後１時～２時 内容：�尿検査、身体測定、内科・歯科健診、フッ素塗布、個

別相談

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）



●岡崎市医師会（公衆衛生センター内）
　夜間急病診療所

●蒲郡市保健センター

診療科目　内科・小児科・外科　　
診療日　毎日　＊夜間のみ　　
受付時間　午後7時30分～10時30分　　
診療時間　午後8時～11時　　
問合せ　☎52－1906

診療科目　内科・小児科　　
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　
受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時　　
問合せ　☎0533－67－2555

●岡崎歯科総合センター
診療日　日曜日・祝日：午前9時～11時30分、午後1時～3時30分　
　　　　平日夜間（月～土）：午後7時30分～10時30分　　
問合せ　☎21－8000

●蒲郡市保健センター
診療日　日曜日・祝日および12月30日～1月3日　　
受付時間　午前9時～正午　　問合せ　☎0533－69－8020

（休日緊急診療と同じ）

夜間緊急診療

休日緊急診療 救急医療情報センター

歯科の休日・夜間緊急診療

当直医をお探しの地域
幸田町、岡崎市

蒲郡市ほか東三河地域
西尾市

　どうしても医療機関が見つからないときは、愛知県救急医療情報センター
にお電話ください。オペレーターが24時間体制でお知らせします。

＊保険証をお持ちください。
＊都合により当直医を変更することもありますので、下記の救急医療情報センターでご確認ください。

●夜間おくすり相談については…岡崎薬剤師会　 090－1833－4554 受付時間／午後8時～翌日午前6時

掲載日以外を知りたい人は岡崎市医師会のホームページをご覧ください。（http://www.okazaki-med.or.jp/）

日曜・祝日の当直医療機関・薬局（4/16～5/15）
受付時間　午前９時～正午、午後２時～６時

4月16日（日）4月23日（日）4月29日（祝）4月30日（日） 5月3日（祝） 5月4日（祝） 5月5日（祝） 5月7日（日） 5月14日（日）

内科
または
小児科

こん野ファミリー
クリニック
（大草）

☎56-1505

緑の森こども
クリニック
（上地２）

☎57-2710

いしかわ内科
クリニック
（宮地）

☎54-8887

じんぐうじ
クリニック
（下和田）

☎58-7778

岡田胃腸科
クリニック
（若松東2）
☎54-0125

小林医院
（羽根西新）
☎51-4076

小出クリニック
（牧御堂）

☎54-5601

岡崎駅前
クリニック
（羽根）

☎83-6667

葵セントラル
病院
（中田）

☎53-7815

外科
上地整形外科
クリニック
（上地１）

☎55-0880

岡崎整形外科
（真伝）

☎25-2511

はまな整形外科
クリニック
（洞）

☎66-0700

西澤整形外科
クリニック
（庄司田1）
☎58-2438

野田整形外科
クリニック
（大和）

☎31-8808

山本整形外科
（国正）

☎57-5080

牧原整形外科
クリニック
（芦谷）

☎63-5678

中西整形外科
（薮田２）

☎22-1112

うちぼり医院
（岡）

☎57-8131

皮膚科
細井医院

【泌尿器科も可】
（福岡）

☎51-1325

上野泌尿器科皮膚科医院
【泌尿器科も可】
（日名南）

☎26-1126

おばた皮ふ科
（大門3）

☎25-5239

渡辺皮フ科
（稲熊）

☎23-8005

岡田胃腸科
クリニック
（若松東2）
☎54-0125

おばた皮ふ科
（大門3）

☎25-5239

小出クリニック
（牧御堂）

☎54-5601

荻須医院
【泌尿器科も可】
（籠田）

☎21-0781

亀井医院
（伝馬通）

☎22-5110

耳鼻咽喉科
康生医院
（康生通）

☎21-1340

島田耳鼻咽喉科
（六供）

☎21-3387

渋谷耳鼻咽喉科
（鴨田本）

☎23-0169

三崎町うえじ
耳鼻咽喉科
（三崎）

☎54-2833

中野耳鼻咽喉科
（本町通）

☎22-0261

耳鼻咽喉科
ｊクリニック
（不吹）

☎71-6767

あさだ耳鼻咽喉科
クリニック
（舳越）

☎32-8741

西山みみ・はな・
のどクリニック
（大草）

☎62-8781

天野耳鼻咽喉科
（羽根）

☎51-8741

眼科
奥田眼科

クリニック
（洞）

☎26-2220

小出アイ
クリニック
（中之郷）

☎54-3636

橋本記念眼科
（三崎）

☎53-9904

佐野眼科医院
（門前）

☎21-4909

足立眼科
（井田）

☎22-0219

みやした眼科
（明大寺）

☎57-8166

緑丘アイ
クリニック
（緑丘２）

☎71-7711

桐渕眼科
（唐沢）

☎22-1291

鍋田眼科医院
（中島）

☎43-2046

産婦人科 救急医療情報センターへ問い合わせ　☎21-1133

薬局

上地はなぶさ
薬局
（上地）

☎64-3250

すみれ調剤薬局
上地店

（上地５）
☎59-2882

ハロー薬局
岡崎店
（宮地）

☎57-1031

オリーブ薬局
岡崎店
（下和田）

☎83-8496
わかまつ薬局
（若松東２）
☎57-8220

アイセイ薬局
柱店

（羽根西新）
☎71-7003

アイセイ薬局
牧御堂店
（牧御堂）

☎57-0317

こはく薬局
（柱）

☎64-2145
ふじ薬局
（中田）

☎58-8875
むつみ薬局

南店
（庄司田）

☎59-3488

アイセイ薬局
岡崎南店
（国正）

☎57-5377

おかざき
調剤薬局
（薮田２）

☎66-1193
山田薬局
（井田）

☎23-8617

アイセイ薬局
洞店
（洞）

☎26-6618

つばさ調剤薬局
（舳越）

☎33-0258

アイセイ薬局
第２洞店
（洞）

☎65-3836

そらいろ薬局
（欠）

☎65-5910
小田薬局
（本町通）

☎21-0808

岡崎第一薬局
大門店
（大門３）

☎28-9831

アポロ薬局
幸田店
（大草）

☎62-8328 アイセイ薬局
岡町店
（岡）

☎57-2501
あい調剤薬局

六供店
（六供）

☎24-0036

岡崎第一薬局
大門店

（大門３）
☎28-9831

調剤薬局アモス
緑丘店
（緑丘２）

☎71-7086

調剤薬局アモス
緑丘店
（緑丘２）

☎71-7086

どれみ調剤薬局
（不吹）

☎71-2017

かりん薬局
岡崎康生店
（唐沢）

☎26-0536
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2017/4/16-2017/5/15

いただきます。
＊燃やすごみ、分別ごみは粗大ごみでは出せません。

＊申込先
場所

場所
品目

時間

受付時間

環境課ごみ対策グループ

4 5

54
  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
  24 25 26 27 28 2923
30

16
日 普通救命講習Ⅰ（消防署 9：00）

17
月

18
火

春だよ！わくわくあそびランド
（ハッピネス・ヒル・幸田センタープラザ　10：00）
憩いの場（つどいの家　13：30）

19
水

65歳到達者介護保険被保険者証交付説明会
（保健センター　10：00）

20
木

21
金

緑化木の無料配布（役場庁舎玄関前　9：00）
認知症介護家族交流会

（福祉サービスセンター　13：30）

22
土

23
日 認知症カフェ（メリーホーム幸田　13：00）

24 
月

マタニティ教室 母乳育児編
（保健センター　13：30）

25
火

ファミサポ援助会員養成講習会①
（くりくりひろば　9：00）
憩いの場（つどいの家　13：30）

26
水

27
木

28
金

誰でもできる健康体操  上級者編
（保健センター　10：00）

29
祝

30
日

1
月

2
火 憩いの場（つどいの家　13：30）

３
祝

４
祝

５
祝

戦国武将になりきろう！
（郷土資料館　10：00）

6
土

7 
日

町民スポーツ大会（グラウンド・ゴルフ）
（大日蔭グラウンド・ゴルフ場　9：00）
卓球教室開講（幸田中学校 卓球場　19：00）

８
月

９
火

あったかひろば（坂崎保育園　10：00）
離乳食後期講習会（保健センター　13：30）
憩いの場（つどいの家　13：30）

10
水 あったかひろば（大草保育園　10：00）

11
木

シルバースクール開講
（中央公民館　10：00）

１２
金

13
土

成年後見シンポジウム（中央公民館　10：00）
ソフトテニス教室開講

（文化広場テニスコート　14：00）
幸田の歴史と文化財めぐり

（鷲田公民館　9：00）

14 
日
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　りんごの木のオーナーとなって、農業体験をしながら旬の自然を感じましょう。

親子で幸田町特産の筆柿を育てて、筆柿の良さを知ってみませんか。

　①体験内容（予定）
　　全５回（土曜日実施予定）
　　　第１回　５月13日（土）自分の柿の木の名札付け、柿の葉茶作り
　　　第２回　６月17日（土）摘果体験と柿渋染め体験
　　　第３回　10月中旬（予定）筆柿の収穫と甘柿渋柿判定体験
　　　第４回　10月下旬（予定）筆柿を使った料理体験
　　　第５回　11月中旬（予定）干し柿作り
　　　＊予定になっている日程は後日お知らせします。（原則土曜日）
　　　　天候などにより日程が変更になる場合もあります。
　②募集組数　　　　
　　小学生の親子10 組 ＊応募者多数時は抽選
　③参加料　　　　　
　　１組（親子）1,000 円
　④申込み・問合せ
　　４月21日（金）午後５時までに、産業振興課農業振興グループ
　　（内線264）へお申し込みください。

①体験実施内容
　 全３回（土曜日実施予定）
　　第１回　５月20日  開園祭、名札付け、摘果作業
　　第２回　10月14日  名入れ会　
　　第３回　11月18日  収穫祭（りんご収穫）
　 ＊第２回は別途参加費要（ 1,100円程度）
　 ＊農業体験時間と合わせて、箕輪町内施設などを見学予定。
　 ＊天候により日程が変更になる場合もあります。
②募集本数（人数）
　 10本（組）
　 ＊応募者多数時は抽選。なお、バス乗車定員の都合上、
　　 各回に参加できるのは１本（１組）当たり４人以内です。
③オーナー料金
　 １本（１組）当たり 40,000円（税込）
　 ＊ふじ250玉保証、全３回の送迎貸切バス代含む。
④申込み・問合せ
　 ４月21日（金）午後５時までに、産業振興課農業振興グループ
　 （内線264）へお申し込みください。

農業体験交流事業　長野県箕
みの

輪
わ

町の

「りんご」オーナーを募集します

親子農業体験教室 参加者募集 !




